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I.現況

1.運営形態

留学生センターはその最高意思決定機関として留学生センター教授会を置いている。留学生センター教授

会は、留学生センター教員11名 、及び各研究科から選ばれた教授または助教授15名 、計26名 の本学教員で

構成されており、本教授会において留学生センターの業務と運営に関する重要事項が審議される。本年度も、

例年同様、毎月 1回 (8月 を除く)定例教授会が開かれた。

留学生センター教授会の下には、総合計画委員会、評価委員会、財務委員会、教務委員会、広報出版委員

会の 5つの委員会が設置され、教授会構成員が委員となって、役割を果たしている。また、留学生センター

の具体的な運営に関する細目を検討したり連絡調整等を行つたりするために、留学生センター教員連絡調整

会議が毎月 1回開催されている。この会議を通して、センターの運営や各種事業や行事の運営が円滑に行

われ、また部門間の協力や連絡調整が有効に行われている。

2.組織

留学生センターでは、日本語教育部門と留学生交流指導部門の 2つの部門を設置して、常に連携をとり

ながら、業務の運営にあたつている。日本語教育部門は主として、外国人留学生に対する日本語教育に関す

る業務を担当している。留学生交流指導部門は、さらにアドバイス担当と短期留学担当に分かれ、前者は留

学生に対する修学 。生活上の指導助言及び海外留学を希望する学生に対する修学・生活上の指導助言を、そ

して後者は短期留学特別プログラムのコーディネーション業務全般及びその他の短期留学生のオリエンテー

ション等をそれぞれ担当している。

留学生センター組織図

日本語教育部門

ア ドバイス担当留学生センター

留学生交流指導部門
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3.教 員
※ 2006年 4月 1日 現在

センター長                 古城 紀雄 (工学博士)
留学生交流指導部門

ア ドバイス担当   教授   ・    古城 紀雄 (工学博士)

助教授       有川 友子 (Ph.D)
短期留学担当    教授        北浜 榮子 (理学博士)

助教授       近藤 佐知彦 (Ph.D)
日本語教育部門     教授・副センター長 三牧 陽子 (文学修士)

教授        西日 光一 (教育学修士)
村岡 貴子 (文学修士)

助教授       大谷 晋也 (言語文化学修士)
難波 康治 (教育学修士)
西村 謙一 (法学修士)

義永 美央子 (言語文化学博士 )

兼任教員  留学生受入れ専門教育教員    鄭 聖汝 (講師、文学研究科)

山本 ベバリー・アン (講師、人間科学研究科)
瀬戸山 晃一 (講師、法学研究科 )
西垣 葵 (講師、経済学研究科 )
菊池 和徳 (講師、理学研究科 )
黒田 千晴 (講師、工学研究科 )

芦沢 真五 (講師、工学研究科 )

国吉 ニルソン (講師、工学研究科)
惣田 訓 (講師、工学研究科)

熊谷 悦生 (講師、基礎工学研究科)
生活相談員    福本 恵子

松岡 由起
カウンセラー   三木 善彦

事務補佐員    富野 香宝里

坂東 恭子

非常勤講師    岡崎 洋三、東保 登紀代、林 洋子、米田 由喜代、山崎 深雪、
埋橋 淑子、内藤 裕美、福良 直子、スミス 朋子、ソーヤー リえこ、

安田 正枝、嶋津 百代、丸山 樹里、藤澤 好恵

謝金講師     新庄 あいみ、布尾 勝一郎、人木 真奈美、齊藤 美穂、渡部 留美、

喜多 茜、池田 淑子

4.本 年度の動き

本年 4月 より留学生センター古城紀雄教授がセンター長に就任した。副センター長には三牧陽子教授が

就いた。また、昨年度末をもつて退職した吉村裕美講師の後任に、義永美央子氏が助教授として着任した。
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5.国際交流推進への協力

留学生センターは留学生のみを対象としている部局ではなく、「地域に生き、世界に伸びる」をモットー

とする大阪大学で、研究者やその家族をも視野に入れている。また地域コミュニティを外の世界につなぐセ

ンターとしての役割を果たし、広い意味での「国際化」の最前線を担っている部局である。そしてその職務

は大きく分けて (1)大学の国際化施策決定プロセスヘの参画、 (2)留学生はもちろん学内外国人関係者全般

を対象としたケア、 (3)日 本人学生の国際化推進、 (4)地域社会国際化への貢献、そして (5)学内で国際化を

担う各部署を統合するコーディネーションという活動に集約される。特に(1)については、国際交流推進本

部や国際交流委員会からそれらの下に設置される様々な WGへ の参画、(2)については IRISや 「いちょう
日本語」といつたユニークな活動、 (3)は BSP等の活動、 (4)(5)については交流指導部門がコミットする

フロントスタッフミーティングや、留学生センター教員が国際企画室との協力の下で実質運営するコミュニ

ティサイ ト「Global Campus Net Osaka」 などの活動が挙げられる。
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Ⅱ。留学生日本語プログラム

「留学生日本語プログラム」は、学内の留学生の多様な日本語学習ニーズに的確にかつ

きめ細かく対応するために開講されているプログラムである。集中度からは「集中コース

(日 本語研修コース)」 と「選択コース」に、また、専門との関連からは「一般日本語」科

目と「専門日本語」科目に、その他専門分野 (文系か理系か)や漢字圏出身か否か等、様々

な観点から科目を編成し、それらを組み合わせて、各留学生が必要なコマ数を履修できる

よう工夫されている。 日本語レベルは入門 (レベル 100)か ら超上級 (レベル 550)ま

での 6レベルが設定され、学期当初に実施されるプレースメントテス トおよび履修登録

によつて履修者を決定している。

春学期および秋学期の時間割と履修登録の状況については、年報末にある資料 1、 資料

2に示した。

○ プログラム :留学生が各自のニーズや日本語学習に割ける時間等を勘案してコースを設定できるように
工夫を凝らしたプログラム編成となっている。「留学生日本語プログラム履修ガイ ド2006」 を発行し、プロ

グラムの概要、科日の説明や配置、シラバス、手続き等必要な情報を示し、配布するとともにウェブでも閲

覧できるようにしている。巻末に、時間割 (資料 1)、 受講登録者数一覧 (資料 2)、 及び授業アンケー ト

(資料 4)を資料として掲載した。

○ 開講コマ数 :春学期 89コマ、秋学期 88コマ、計 177コ マ。(日本語研修コース専用コマ計 58コマを含む)

○ 履修登録者数 :実数は、春学期 165名、秋学期 168名、計 333名 であつた。身分別内訳は、下図の通り。

2006年度春学期履修者身分別内訳 2006年度秋学期履修者身分別内訳

部局別では、工学研究科を筆頭に、全 14研究科および 3研究所 3セ ンターと学内から幅広く利用されて

いることがわかる。詳細は年報末の資料 2を参照いただきたい。

○ 授業担当者 :専任教員 9名、非常勤講師 14名、謝金講師 10名。
「漢字と語彙」等の一部科目について、謝金を活用した講師による科目を開講することによつて、学習

希望者者のニーズに対応し、また、豊中キャンパスにおいても日本語が学習できる体制を整えている。

○ 英語補講
上記日本語科目のほかに、日本の大学では英語の文献を購読する際にも日本語で内容についての報告や

討議をすることが多いため、英文和訳を中心とした英語補講を各学期吹田と豊中両キャンパスで 1コマず

つ、計 4コ マ開講した。
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1.日本語研修コース

日本語研修コースは、主として本学の大学院への進学を希望する留学生を対象とした 15週間の集中

的な日本語予備教育コースである。 日本語研修生の大部分は文部科学省の国費留学生 (大使館推薦研

究留学生および教員研修生)が 占めるが、定員に余裕がある場合には、所定の選考手続きを経た上で、

学内のその他の留学生 (研究生、大学院生および短期留学生)も受け入れている。なお、18年度秋学

期には、日本語 。日本文化研修生 1名 とOUSSEP‐ AJLs 2名 をCク ラス (下記参照)に配置 し、他の

学生と同様に教育を行つた。

日本語研修生 (以下、学生)は、プレースメントテス トおよび面接の結果により日本語レベルが判

断され、以下の通り、ABCの 3ク ラスに分かれて日本語を学ぶ。本コースの目標は、日本語能力の

差異にかかわらず、日本語により専門分野の トピックについてパワーポイント等の視覚資料を活用し

ながら短いプレゼンテーションが行えるようになることである。学期中 2回発表会を実施している。 1

回は、日本語中間発表会で「私のこと。私の国」について、もう1回は、修了発表会で、各自専門分

野の トピックについてプレゼンテーションを行 う。中上級レベルの日本語能力を有するBCク ラスの

学生には修了レポー トも課している。また、大学での研究活動を行うにふさわしい 日本語教育を提供

するために、各クラスとも、学生のニーズや学習目的を考慮した上で大学での言語生活もトピックと

した教材開発を行い、それらを授業で活用し、さらに改善を重ねている。

(1)Aク ラス

① 概要

Aク ラスは、コース開始時に日本語の学習経験がまったくない学生を対象として、初歩から日本語を学

習する。中には母国等で多少学習した者も含まれる場合があるが、そのほとんどは、カタカナやひらがな

がかろうじて読め、挨拶程度の日本語が使えるレベルである。授業時間数は 1週間当たり18コマで、う

ち 14コマはAク ラス専用の授業を行い、4コマの漢字クラスのみ、他の留学生の受講を認めている。A
クラスの学生の多くは、まったく言葉の通じない異文化の中で初めての一人暮らしを経験することになる。

そのため、精神的なケアに特段の注意を払いつつ日本語の教育を行う必要がある。学習は「自己表現のた

めの日本語」を習得することを中心に進められ、最終的には、教師のサポートを受けつつ自分の専門分野

について簡単なプレゼンテーションをすることを目標としている。

② 時間割

第24期・ 第25期 日本語研修コースAクラス時間割 (平成18年度 )

月曜 日 火曜 日 7k躍 日 木曜 日 金曜 日

1時間目

8:50-10:20

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 1

」1100

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動4

J‖ 00

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 7

J!100

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動9

」‖00

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動1

」‖00

2時間目

10:30-12:00

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 2

」1100

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動5

J‖ 00

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動8

Jl100

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 1(

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 1

3時間目

13:00-14:30

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動3

」‖00

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動6

」‖00

帷
調

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動1

J1100

Aク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 1

」‖00

4時間目

14:40-16:10

漢字と語彙

JK101-1

漢字と語彙

」K101-2

漢字と語彙 漢字と語彙

JK1 01-4
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(2)Bク ラス

① 概要

Bク ラスは、初級修了者を対象としているが、来日前に母国で独習に近い方法で日本語を学んだ者も含

まれ、特に口頭表現能力のレベルはかなり幅が広いクラスである。授業時間数は 1週間当たり16コマで、

10コマのBク ラス専用授業と6コマの技能別専門日本語授業 (選択必修科日)で構成されている。 Bク

ラス日本語 (コ ミュニケーション行動)(J1200)は、 日本社会への適応と大学の研究室での研究活動を
支えるための社会文化能力を獲得することを目的とし、基本的にトピックシラバスによリカリキュラムを

編成している。学生は、漢字系および非漢字系の 2レベルに分かれて漢字・語彙クラスおよび読解クラ

スを受講する (時間割参照)。

② 時間割

第24期・ 第25期 日本語研修コースBクラス時間割 (平成18年度)

月曜 日 火曜 日 水曜 日 木曜 日 金曜 日

1時間 目

8:50-10:20

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 1

J1200

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 3

」1200

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動5

J1200

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 7

J1200

2時間目
10:30-12:00

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 2

」1200

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動4

」1200

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 6

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動8

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 11

J:200

2:00～ 13:00  昼休み

3時間目

13:00-14:30

専門日本語

プレゼンテーション

基礎 JP200-1

尋門読解基礎

(非漢字系 )JR201-1
(漢 字系 ) JR202-1 確

調

Bク ラス日本語 :

コミュニケーション行動9

」1200

早 門 読 解 基 礎

(非漢字系)」 R201-2
(漢字系) 」R202-2

4時間目

14:40-16:10

専門日本語

プレゼンテーション

基礎 JP200-2

漢字と語彙

(非漢字系 )

JK201-1

漢字と語彙

(非漢宇系)

JK201-2

漢字と語彙

(漢字系 )

」K252-1

漢字と語彙

(漢宇系)

」K252-2

(3)Cク ラス

① 概要

Cク ラスは、日本語を 1～ 2年、約 200～ 300時間程度学習した経験を持つ学生を対象としている。

授業時間数は 1週間当り15コマで、5コ マのCク ラス日本語授業と10コ マの技能別専門日本語授業

(選択必修科目)で構成されている。Cク ラス日本語「コミュニケーション行動」(J1300/400)は トピッ

クベースの授業で、新聞等の生教材を資料にして読解、聴解、ディスカッションを行い、また語彙や文法

を学習する。学生は、日本語能力に応じて2レベルに、専門に応じて文系/理系に分かれて専門日本語授

業を受講する (時間割参照)。

② 時間割

春学期、秋学期とも、Cク ラス日本語はトピック・ユニットである。扱ったトピックは、気候 。地理、

食べる、家族、住む、大阪、男性と女性、若者・教育、環境問題、現代日本の政治と経済、文化の歴史・

社会の歴史である。
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第24期・ 第25期 日本語研修コースCクラス時間割 (平成18年度 )

火曜 日 フk曜日 末曜 日

1 時間 目

8:50-10:20

Cク ラス日本語 :

コミュニケーション行動 1

」1300/400

Cク ラス日本語 :

コミュニケーション行動3

」1300/400

Cク ラス日本語 :

コミュニケーション行動4

」1300/400

早 門 家 .●

」C300/400

専門 日本語ブレゼン

テー ション (文系 )

JP303/403-1

専門 日本語ブレt‐ン

テー シヨン (理系 )

」P304/404-1

2時間目

10:30-12:00

Cク ラス日本語 :

コミュニケーション行動2

J1300/400

早門日本語

文法・読解

JG300/400

Cク ラス日本語 :

コミュニケーション行動5

J:300/400

専門会話

」0300/400

早門 目不譜 フレセ ン

テー シ ョン (文系 )

」P303/403-2

専門日本語プレゼン

テーション (理系)

3時間目

13:00-14:30

専門日本語

作文

」W300

早 門 詠 解

ワークショップ

(文系)

」R303/403 研究室

訪問

早 門 読解

ワークショップ

(理系)

」R304/404専門作文

(論文を書 く)

,IW400/500

4時間目

14:40-16:10

専門日本語

作文

」W300

漢字と語彙

(漢字系 )

」R252-1

漢字と語彙

(漢字系)

」R252-2

専門作文

(論文を書 く)

」W400/500

○ コーディネータ
村岡貴子 (全体 Bク ラス)、 大谷晋也 (Aク ラス)、 西村謙一 (Cク ラス)

○ 学生数と身分別内訳

クラス別人

Aク ラス Bク ラス Cク ラス 計

春学期 1 7

秋学期 11

計

大 クラス

Aク ラス Bク ラス Cク ラス 計

春学期 4 4

秋学期 0 0

計 4 4

日本語日本文化研修生 1名、OUSSEP― A」Ls 2名 を除く

員研修クラス月1内訳

Aク ラス Bク ラス Cク ラス 計

春学期 0 0

秋学期 2

計 2

ス

Aク ラス Bク ラス Cク ラス 計

春学期 4 10

秋学期 4

計

日本語日本文化研修生 1名 、OUSSEP― AJLs 2名 を除く
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研修生の国籍

国 名 計

イラク 1 1

イラン 1 C 1

インド
ハ
υ 1 1

インドネシア
う
０

●
０

ａ
υ

エジブト 1 C 1

オース トラリア 1 C 1

キルギス 1 C 1

グアテマラ 1 C |

ケニア 0 1 1

コロンビア 1 C 1

コンゴ 1 C 1

ジンバブエ 1 C 1

セントルシア 1 C 1

タイ
う
４ 1 3

チ リ 0 1 |

トルコ
０
乙 C

トンガ 0 1 1

パナマ 1 C 1

ハンガリー 1 C 1

バングラデシュ
ハ
υ 2

フィリピン 0 3

ブラジル
ハ
υ 1 1

ベ トナム
●
乙 2

И
４

ベラルーシ 1 C 1

ベルー
ハ
υ 1 1

ホンジュラス 1 1 2

マレーシア 1 C 1

ミャンマー
ハ
υ 1 1

韓国 2

中国 1 8

計
う
ι 29

ｒ
υ
Ｅ
Ｕ

○ 学生出身国と配置 (進学)先一覧

日本語日本文化研修生 1名、OUSSEP― AJLs
2名 を除く

配置 (進学)先一覧

本語 を除

配置 (進学)先 春 J 秋学 計

人間科学研究科 2 1

法学研究科 0 1 1

経済学研究科 3 1

医学系研究科 3 2

歯学研究科 0 1 1

薬学研究科 1 0 1

理学研究科
０
乙

基礎工学研究希
ｒ
υ 0

工学研究科 8
う
０

国 際 公 共 IEt箸研 空 科 2 2

情報科学研究科 1 1

微生物病研究所 0 1 1

大阪教育大学 0

奈良教育大学 0 1 1

k山大I 0
り
乙

計 26
ｎ
Ｖ
０
４

日 日 に化研修生 1名 OUSSEP― AJLs 2名
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2.選択コース

選択コースは、プレースメントテス トの結果によつて配置されたレベルの科目群の中から、留学生

が各自のニーズと日本語受講に割ける時間等を勘案 して、必要な科目数だけ自由に選択できるように

設定されている。吹田・豊中両キャンパスで開講。「漢字と語彙」には漢字圏/非漢字圏出身者用、「口

頭発表」には文系/理系用がそれぞれ設けられ、より効果的に学習できるよう工夫されている。開講科

目の詳細については年報末の資料 1の時間割を参照。

なお、プレースメントテス トの結果および履修許可者の発表、レベル別の履修希望届け出用紙の配

布には、掲示や配布と共にWebに よっても行つた。当プログラムの周知に関しては、Webの活用お
よび 「履修ガイ ド」の発行に加え、新たな広報手段として、学期毎に履修手続きと時間割を日英両言

語で記載したパンフレットを発行した。

○ 科目の種類とコマ数 (年間計 112コ マ)

(オ の科目を履修した短期留学生は単位を取得することができる。)

(1)一般日本語科目 :計 58コ マ

「総合日本語JA*」 (週 3コ マ)計 24コ マ、「総合日本語 JB」 (週 2コ マ)計 16コマ、「漢字と語彙」計

18コ マ。

(2)専門日本語科目 :計 54コ マ

「専門読解 JR」 15コマ、「専門日本語文法 。読解 JG」 7コ マ、「専門作文 JW」 10コマ、「専門会話 JC」

6コマ、「口頭発表 JP」 14コ マ、「専門日本語総合 (理系)JTJ 2コ マ

(3)その他 :共通教育科目す (レベル 500あるいは 550に相当)も 、一般留学生の希望者には履修可能とし

ている。

○ 履修までの手続き

(1)プ レースメントテス ト実施

今年度は、下記の通 り、毎学期当初に 4回 (う ち 1回は遅れて来日した留学生のための追加)計 8回

プレースメントテス トを実施した。履修希望者は都合の良い1回を選んで全員受験することとした。

・ 春学期 :4月 5日 、6日 、 10日 、追カロ4月 20日

・ 秋学期 :9月 28日 、10月 4日 、10日 、迫加 10月 18日

(2)プ レースメントテス ト結果発表

。春学期 :4月 12日     ・ 秋学期 :10月 12日

(3)授業開始 :発表されたレベルの科目群の中から選択して授業に出席する。

・ 春学期 :4月 13日     ・ 秋学期 :10月 13日

(4)履修登録    。春学期 :4月 24～26日   ・ 秋学期 :10月 20～ 24日

(5)履修許可者の発表

クラスサイズおよび科目毎に設定された身分別優先順位を勘案 して履修許可者を科目毎に発表した。

・ 春学期 :4月 28日     ・ 秋学期 :10月 26日
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3.共通教育

全学共通教育科日として、第 3外国語 (日本語、多文化コミュニケーション)、 選択外国語 (日本語)、

および基礎セミナーを、計 22コマ (実質 16コ マ)提供した。また、2名が前年度に引き続き、大学

教育実践センター兼任教員として共通教育の実施運営に携わった。

○ 提供科目とコマ数

(1)第 3外国語 :留学生が第 2外国語 (初習外国語)に替えて履修できる科目。

「日本語」 (1単位):大学の授業で用いる日本語運用能力の養成を目的とする。各学期 4コマ計 8コ マ

提供。

「多文化コミュニケーション」 (2単位):留学生と基礎セミナーとして履修する一般学生とが協同で課

題を追求する活動を通じ、多文化社会での行動能力の向上を目指す。各学期 3コマ計 6コマ提供。

(2)選択外国語 :人間科学部および文学部対象。計 2コ マ提供。

(3)基礎セミナー「多文化コミュニケーションセミナー」 :各学期 3コ マ計 6コ マ提供。留学生対象の

「多文化コミュニケーション」と合同で開講。

○ 共通教育提供科ロ ロ担当者一覧
科目名の Iは 1回生、Ⅱは 2回生対象を表す。

|,|‖セメスター ‖,Ⅳセメスター

(2)選択外国語 (日 本語)

日本語 595A   I難 波 康治 1人・文 日本語 595B   I難 波 康治 1人・文

(3)基礎セミナー

多文化コミュニケーションセミナーA
―g10bal commulllca■ onを考える1-

義永未央子 全学部

多文化コミュニケーションセミナーB

一異文化理解へのアプローチ1-
有川 友子 全学部

多文化コミュニケーションセミナーC

―サイエンス・コミュニケーションー
北浜 榮子 全学部

多文化コミュニケーションセミナーD
―g10bal communicationを 考える2-

難波 康治 全学部

多文化コミュニケーションセミナーE

―global commumcationを 考える3-
義永未央子 全学部

多文化コミュニケーションセミナーF

―異文化理解へのアプローチ2-
有川 友子 全学部

(1)第 3外国語

日本語 I‐ ■/Ⅱ
‐1

日本語 I‐ 2/Ⅱ ‐2

日本語 I‐ 3/Ⅱ ‐3 北浜 榮子
日本語 I‐ 7/Ⅱ ‐7

聾 藝 華 萎 妻 %
日本語 I‐ 4/Ⅱ

‐4 大谷 晋也 全学部
日本語 I‐ 5/Ⅱ ‐5 義永未央子 全学部

日本語 I-6/Ⅱ ‐6 北浜 榮子 全学部
日本語 I・ 8/Ⅱ ‐8 難波 康治 全学部

多文化コミュニケーションI‐ 1/Ⅱ‐1 義永未央子 全学部

多文化コミュニケーションI・ 2/Ⅱ‐2 有川 友子 全学部
多文化コミュニケーションI‐ 3ノⅡ・3 北浜 榮子 全学部

多文化コミュニケーションI‐ 4ノⅡ・4 難波 康治 全学部
多文化コミュニケーションI‐ 5ノⅡ・5 義永未央子 全学部

多文化コミュニケーションI‐ 6ノⅡ‐6 有川 友子 全学部
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○ 共通教育賞受賞

基礎セミナー「多文化コミュニケーション I‐ 3」 の授業の実践に対し、北浜榮子教授が平成 18年度第 1

学期「大阪大学共通教育賞」 (カテゴリー 1:優れた授業を実践した教員)を受賞した。受賞理由は次の

通り。

今後の科学技術と社会の最適な関係を構築するための課題や方策を学習する授業を行った。7カ 国の学

生を対象に、グループ討論・ディベー ト・双方向的な対話を重視した授業方法を取 り入れ、「市民や社会

とのコミュニケーション能力の醸成」「科学 リテラシーの養成」が達成されたと評価された授業を実践

した。

○ 大学教育実践センター兼任教員
>近 藤佐知彦助教授 :教育実践研究部教育交流部門
>三 牧陽子教授 :共通教育実践部国際教育部門
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Ⅲ.日韓共同理工系学部留学生プログラム

日韓共同理工系学部留学生プログラム (以下、KOSMOSプ ログラム)と は、日本の大
学の理工系学部に韓国人留学生を受け入れる留学生事業であり、大阪大学では、プログラ

ム初年度の平成 12年度より受け入れを開始した。本プログラムでは、学部入学前に 1年

間の予備教育を行っており、前半を韓国で、後半を大阪大学で実施 している。

全学的な受け入れ体制のもとで実施されている KOSMOSプ ログラムは、 日本語教育
と専門教科教育の 2つの教育課程から構成されている。数学、物理、化学、英語といつ

た専門教科は受け入れ学部の専門教育教員が、日本語科目については留学生センター日本

語教育部門教員がコーディネータとなり、授業の計画および実施に携わつている。

週 8コ マ開講されている日本語科日では、日常生活において日本語で円滑にコミュニ

ケーションを行い、かつ大学生活で必要とされる総合的な日本語を運用する能力を養成す

ることを目標とし、多様な科目を配置している (時間割参照)。 さらに、大学では自ら問

題を発見し、分析し、その結果を発信する能力が求められることから、発表やディスカッ

ション、レポー ト作成といった活動も重視 している。

また、留学生センターの日本語教育部門および留学生交流指導部門の教員が連携し「ホー

ムルーム」の時間を活用して生活面でのア ドバイスを行つている。さらに、課外活動とし

て地域の学校と連携して国際理解教育プログラムヘの参加も促している。

1.時間割

第 7期  日韓共同理工系学部留学生対象予備教育 時間割 (平成18年度 )

2.学生数と進学先
平成 18年度は、5名の学生を受け入れた。進学先は、工学部が 4名、理学部が 1名である。

:l湘曜■|

|:く囃 〉|:

■
=1轟
螺彗事:=:

二■|(登申非:■

理科系日本語 英語

物理 1
専F日基礎

日本語
理科系日本語 数学 2 物理 2

ホームルーム

専門基礎

日本語

日本事情・

異文化適応

専門読解
ワークショップ

(理系)

化学 1 数学 1
日本事情・

異文化適応

専門基礎

日本語

化学 2
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Ⅳ.短期留学特別プログラム

大阪大学短期留学特別プログラム (Osaka Un市 ersity Short― term Student Exchange

Program:以下OUSSEP)は、本学の海外提携大学に在学中の学生を対象に、本学での
学習および単位取得の機会を英語によつて提供するために創設された留学生受け入れプロ

グラムである。提携大学間における授業料の不徴収と単位の互換認定が柱となっている。

1996年から2006年までの 11年間に、22ヵ 国 (地域)52大学から、314名 の交換留学
生を受け入れてきた。大部分の OUSSEP学生は本プログラム創設時に導入された英語に
よる「国際交流科目」授業を受講することによって単位を取得、一年間 (2セメスター)

を本学で過ごす。この国際交流科目受講は本学の学生も可能で単位が取得でき、卒業要件

単位 として認定されることもある。なお、2006年秋期からは新しいスキームが導入され、

より柔軟な受け入れが可能となり、半年間の履修 (Hal■year oUSSEP)を 学生 2名 、
日本語を学ぶ学生 (OUSSEP for Advanced Japanese Learners/OUSSEP‐AJLs)の 4
名をあわせて受け入れている。

OUSSEPは全学プログラムであるため、国際交流科目授業については全部局が提供する
が、協定校交換留学担当者や学内各部局授業担当者 。自主研究担当者との連絡調整および

教育カリキュラムの企画・実施は留学生交流指導部門に配属された短期留学担当の教員 2

名が担当する。さらには OUSSEP学生のアカデミック・ア ドバイザーとしての役割も果
たしている。なお OUSSEP‐AJLsについては日本語部門教員の協力の下で運営されている。

1.行事
OUSSEPおよび国際交流科目関係の行事 (2006年 4月 から2007年 3月 まで)

′ 夕 事 内 容

4月 国際交流科目春学期担当教員向けオリエンテーションC4/■ 2)、 春学期学生オリエンテーションC4/12、

国際交流科目春学期開始 n4/■ 9、 国際交流科目履修手続き期間

5月 大阪市環境事業局舞洲工場のフィール ドトリップ(5/24、 Technicttt Japanese、  日本人学/Lも参功D

6月 トヨタ自動車のフィール ドトリップ(6/28、 Technical」 apanese、 日本人学生も参カロ)

7月 高野山研修 ■泊旅行 (7/■ 5-■0

8月 第 ■0期終了式(8/11)
第 ■0期生、随時帰国

9月
第 ■■期生大阪到着、オ リエンテーション、ホス トファミリーとの 「出会いの会」、サイバーメディ

アセンター説明会、図書館利用説明会、キャンパスツアー(9/25-29、  自主研究指導教員、国際交
流科 目秋学期担当教員向けオ リエンテーション(9/29)

10月
国際交流科 目秋学期 開始 (■ 0/2)、

本語オ リエ ンテーシ ョン(■00、

研修 ■泊旅行 (1024-25)

第 ■■期開講式 (■ 0/10、 自主研究指導教員 と学生の面談 (■ 0/3つ、日
M,COuntry&My Univ∝ sity発表会(10/10、 吉備少年 自然の家

11月

■2リロ 冬休 み (■2/26-10

■月 冬休み終了(10

2月 国際交流科 目秋学期終了00

3月 第 ■1期 (HaFyear ouSSEP)終 了式  (3/■ )
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2.2006年春学期 :OUSSEP学生名簿と国際交流科ロリス ト

2006年春学期 学生

|¨
:     U3

を 席 大 学

ブダペス トエ科 。経済大学

U2  :モ ナシュ大学
U2  :ス ウエ~デン王立工科大学

め
一
■

２

３

4

留 ″ 讐 物 紡

:ハンガリー    1工 学部
:イスラエル

:ス ウェーデン

1文学部

男

一女

一

|オース トラリア  :基礎工学部
:ドィッ     :工 学部
:タィ       :法 学部

5

6

7

8

9

■0

111

112

113

14

U3
U2

U3 チュラロンコン大学

U3

U4

ウッジエ科大学

ウェズリアン大学

:ポーランド    :工 学部
:マ 011‐ 称 日   :十 `挙歎:ア メリカ合衆国  1文学部

マギル大

グローニングン大学

大学

:オランダ 1工学部

南京大学U3

Ｕ．
一硯
一

U2

女

一女

一男

一男

一男

男

一男

:カナダ 締 椰

経済学部

マギル大学 カナダ

|デンマーク 言語文イヒ研究科

大韓民国 :工学部

|イ ンドネシアガジャマダ大学

マックマスター大学

延世大学校

スタンダール・グルノーブル第三大学

ノンラン大学

工学部

コペンハーゲン大学

U3  :釜 山大学校
151

16 .

171

女 : u4
女 : u2

フランス

1医榔

:文学部

女

女

Ｕ３
一
Ｕ４ :オーボアカデミー大学

ベトナム    :工 学部
フィンランド 工学部

女 : U3  'デルフトエ科大学 オランダ

女 : u3 オース トラリア国立大学 大韓民国

カナダ

:チュラロンコン大学 タイ

ミュンヘン・ルートヴィッヒ。マクシミリアン大学 :ドィッ

文学部

麟 椰

Ｕ
一
Ｕ

理学部

法学部

基礎工学部

2006年春学期 国際交流科目開講リスト

〃″ ‐
 ,'1,;ラ 1‖)       1,Z″ 員ヲ 盪 るな場帽■111

西洋文学 。語学の比較研究 IÅ
~こ
れ葛爵面高
~面
面面轟iおI~to wcstclm

iHにranc and Lall■ lage
文学部 耕 障  毅

近代日本経済学 Ъ c ModcnlJapanese Economy 経済学部 佐々木 勝 助毅

身のまわりの化学 Chelnistly and Htunall Lifc 理学部 オ1田 道ЙL 毅

我が国の保健医療制度の概要
Introduction to Hcalll Servicc alld Mcdical

Care ill Japan
医学部 的場 梁次 教授

物質化学入門 Illtroduc■ oll to Matcdals Chemistly 工学部 桑畑 進  教授

地球総合工学への招待
―持続的発展と人と自然の共生―

httoductkm to GlobalAl・ chitccmК
‐Nattrc&Hlllllall Acuvity and susttabb

Dcvclopmcnt‐

工学部 山中 俊夫 助鞭

異文化理解へのアプローチ AppOachcs to Ulldcrstalldhg mlttlrcs 留牲 センター 有り|1 友子 助教授

日本の社会とイデオロギー Japani Socicty and ldcology 留学生センター 蹴 知彦 助教授

科学・技術の話題を理解するため

のテクニカル・コミュニケーショ

ンー科学技術日本語Ⅱ―

Techical ConlnШ■∽lon for Undcrstallding

Scicniic and Tccllllolo」 d lsSucs Tcchdd
JapancseA:Palt II‐

留学生センター 北浜 榮子 教授

社会 。文化の話題を理解するため

のテクニカル・コミュニケーショ

ンー社会科学日本語Ⅱ―

Tcchniml Comttion for Undcrstanding
Social alld Culmallssucs
‐TcchMlJapancsc B:Ptt II

留学生センター 西村 謙一 助教授

日本語 JA200 Japallcsc JA200 留牲 センター スミス朋子非常勤講師

日本語 JA300 Japancse JA300 留学生センター 嶋津 百代 非常勤講師

日本語 JA400 JA400 留学生センター 西口 光一 教授
日本語 JA500 Japallesc JA500 留学生センター 動 嚇 毅
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助
一
‐
綱
一女
膚 物 髯 ゴ:     ク ″ 大

U2  1ウ ェズリアン大学
学

・ g″   |力 以ず″蒻鵬隅
アメリカ合衆国 :文学部

2 女 U3  :ブ リティッシュ・コロンビア大学 カナダ     1人 間科学部
3 男 U3 ウッジエ科大学 ポーランド   :工 学部
4 女 U4 テキサスA融〔大学 アメリカ合衆国 :人間科学部
5 女 Ml 武漢大学 中国 理学部

女 U4 全南大学校 大韓民国 経済学部

7 男 U4  :ス トラスブール大学連合 (マルク・ブロック大→ フランス 文学部

男 U4  iグ ル ノーブル大学連合 ((INIP― Grenoblc) フランス 麟 幣 F

男 Ml  :パ ドア大学 イタリア 工学部

男 U4  :が ジャマダ大学 インドネシア 工学部

男 U3  1ブ ダペストエ科 。経済大学 ハンガリー 工学部

女 U3  :南 京大学 中国 文学部

男 U4 オーボアカデミー大学 フィンランド 基礎工学部

女 U3 ノンラム大学 ベ トナム 工学部

女 U4 嶺南大学校法科大学 大韓民国 帥

男 U3 釜山大学校 大韓民国 経済学部

男 U3 オーボアカデミー大学 フィンランド
゛
法学部

8 男 U3 西安交通大学 中国 工学部

男 U2 マックマスター大学 カナダ 文学部

男 U3 マックマスター大学 カナダ 文学部

男 U2 ワシントン大学 アメリカ合衆国 人間科学部

22 女 U3 ストラスブール大学連合 (マルク・ブロック大勃 フランス 文学部

23 女 U2 スウェーデン王立工科大学 (圏Ⅲ) スウェーデン 工学部

24 男 U3 オーボアカデミー大学 フィンランド
゛
文学部

男 U4  :グ ローニングン大学 オランダ 齢 榔

男 U3 ワシントン大学 アメリカ合衆国 :文学部
男 U4 ヴェクショー大学 スウェーデン 人間科学部

女 U3 チュラロンコン大学 タイ 人間科鄭

女 U4  :ミ ュンヘン・ルートヴィッヒ。マクシミリアン大学 ドイツ 経済学部

女 U3 :西安交通大学 中国      :工 学部
女 U3  :南京大学 中国 文学部

32* 女 U2  1モ ンゴル国立大学 モンゴル 文学部

女 U3  1慶 尚大学校 大韓民国 基礎工学部

34* 男 U2  1慶 尚大学校 大韓民国 蹄 郵

女 U4  :極東国立総合大学 ロシア 言語文化研

男 Ml  :デルフトエ科大学 オランダ 蜘

37** 男 U2  :香港科学技術大学 基礎工学部

3.2006年秋学期 1 0USSEP学生名簿と国際交流科ロリス ト

2006年秋学期 学生

うち 32-350で示した者)は 日本語を主に学ぶ OUSSEP‐A」Lsの学生。36および 37(*十で示した者)は 1セメスター

のみの履修をする。 1‐ 31については一年間の履修を希望する。
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情報システムエ学基礎論

黙 7盤
鍋 における日本鮮

乳 肥 寵

apanse■chdo」 c h3Mもぉ
“ ■
榔

近代・現代日本文学

日本のメディアとコミュニケーシ

ョ ン

最近の科学・技術の話題

―科学技術 日本語 I―

最近の社会・文化の話題

―社会科学 日本語 I―

日本婦吾」A100
日本語 JA200
日本語 JA300

歴史・習俗・交流

―アジアと日本一

日本の法・政治制度と法・政治文

化

マネジメント入門

現代物理学の最前線

薬学入門

2006年秋学期 国際交流科ロリスト

HistoゥちMalmers and Customs,am hterchangc
‐Ada and」apan―

Japanese Lega1/PoliucJ ttstem and Culttre

lntrodu“on to Managctncnt

CmentTo,cs h MOdem Phydcs

htroducion to Pharmaceuical Sciences

htroducion to hおmmion Systcms
Engine9Ⅲ g

Japancse Lttrane,MOdem and Contempomリ

Mcdia and Conlmulll∽ ions h Japan

Cmcnt Scicminc and Enghettng Topics
―TechntJ Japanese A:Part I‐

Cment Social and Cultural Topics

―Tcchnical Japancsc B:Part I¨

Japancsc JA100

Japanese JA200

Japanese JA300

片山 剛  教授

瀬戸山晃一 講師

関口 倫紀 助教授

細谷 裕  教授

宇野 公之 教授

1尾上 孝雄 教授   |

1掛下 知行 教授   :
|               |

1村上 スミズ:テシドi
lリ ュー 助教授    :
|   
‐ ‐~~‐   ~   ~~  ‐――   ―-1

1m彦 助教授  :

1北浜 榮子 教授   :

1西村 謙
一 助教授

:

|ス ミス朋子非常勤講師 :

1鳴■百岱 オ賞勲蓄師 :
1西口 光一 教授   :
I.義議 ツ 颯 IJ

2005 2005秋 2006春 2006秋

春

111:1■欲 111::

1文学部     :

法学部

経済学部

理学部

薬学部

工学部

言語文化研究科

留学生センター

留学生センター

留学生センター

留学生センター

留学生センター

留学生センター

留学生センター

4.国際交流科目履修者数と単位取得者数 (2006年春学期および 2006年秋学期のOUSSEP外 学生)

いずれも延べ数。 (  )内の数字は単位取得者数を表す。G/Rは、履修者数に対する単位取得者数の割合を示す。

<参考>OUSSEP外学生の国際交流科目受講状況および単位取得状況の推移

日ブヽ言吾」A400                  1 Japanese JA400
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V.日本語・日本文化研修プログラム

大阪大学では、全学の協力体制の下に、本年度より日本語 。日本文化研修プログラムを

開始 した。本プログラムは lo月 開始で翌年の 8月 までの 1年間の研修プログラムである。

本学の本プログラムは、研究中心大学院型大学の特色を生かして、秋学期は留学生センター

において集中的に日本語研修を受け、春学期には、日本事情科目の受講と併せて、各研修

生が各々の専門に応じた教員のもとで専門的な研修を受けるという形になつている。受入

れ定員は 5名である。本プログラムは、留学生センターがコーディネーションを担当し、

全学の協力の下に運営されている。

1.研修生の概要

出 身 国 現 所 属 大 学 専 門 分 野 専門研修担当教員の部局

大 韓 民 国 仁 済 大 学 校 社会言語学 文 学
立
ロ

中 国 四 川 外 国 語 学 院 社会言語 学 文 学 部

スウェーデン ル ン ド 大 学 日 本 語 学 文 学
立
ロ

スウェーデン ル ン ド 大 学 経  営  学 経 済 学 部

ロ  シ  ア ロシア極東人文大学 日 本 語 学 文 学
立
ロ

2.秋学期集中日本語研修の概要
秋学期の集中日本語研修は、研修生の既習の日本語力に応じて配置がなされ、実施された。

日本語 400レベルと判定された研修生 1名 : 日本語研修コースCク ラスに配置
※ 授業内容はⅡの 1「 日本語研修コース」を参照。

日本語 550レベルと判定された研修生 4名 : 以下の日本語科目を受講した

(1)専門日本語文法・読解

(2)日 本語 595B

(3)日 本語 Ⅱ-4

(4)日 本語 Ⅱ-5

(5)日 本語 Ⅱ-6

(6)多文化コミュニケーション Ⅱ-4

(7)多文化コミュニケーション Ⅱ-6
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3.春学期の研修内容
(1)日 本事情科目

研修生は、日本事情科日として、以下の全学共通教育科目を受講した。

2007年 春学期 日本事情科目

(2)専門研究演習

研修生は各々の専門に応じて、専門研究演習として、以下の授業を受講した。

2007年 春学期 専門研究演習

科   目  名 授業コー ド 曜日時間 授業担当教員所属部局

社会言語学演習 004002 月 Ⅱ 文学部

特列馬青肇試ベンチャー企業経営論)
ハ
υ
ａ
υ
力
十
ハ
Ｖ
う
０
ハ
υ 水 V 経済学部

(3)日 本語 。日本文化演習

修了レポー トの作成に向けて、研修生が順に研究の進捗状況を報告し討論し、また修了レポートの作

成を指導する機会として、月曜日の4限に日本語 。日本文化演習の授業が開設された。研修生は、専門

研究演習で研究指導教員の下で修了レポー トに向けた研究を進め、日本語
。日本文化演習での討論や論

文作成指導を通して、各自の修了レポー トを書き上げた。この修了レポー トは、本研修プログラムの修

了要件の 1つ となっている。

科 目 名 授業コー ド 曜日時間 授業担当教員所属部局

現代社会を読み解く 135475 水 Ⅱ 人間科学部

現代の差別を考える 135515 水Ⅲ 文学部

現代の差別を考える 135839 金 1 人間科学部

世界は今

―サンフランシスコから
135861 金 I 大学教育実践センター

総合日本語 131317 火 V 留学生センター

専門日本語 131467 木 V 留学生センター
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Ⅵ.学生交流の推進

1.短期留学生の支援

留学生センター短期留学担当は、従来、大阪大学短期留学特別プログラム (Osaka Un市 ersity

Short‐term Student Exchange PrOgram: 以下 OUSSEP)の コーディネーションを担当してきた。
しかしここ数年は大学のさらなる国際化が求められる状況に鑑み、各部局に分散 して受け容れられる

交換留学生 (部局分散学生)についての募集事務へのア ドバイスや、募集に関する協定校との連絡、

そして来学当初のケアも行っており、現在の仕事の範囲は OUSSEPに止まらず、全学交流協定校から
の短期留学受け入れ業務全般に及んでいる。

2003年度に当時の留学生委員会の委嘱を受け、ワーキングの一員として、全学交流協定校に配布す

るための交換留学応募用紙の作成に協力した事を手始めとして、それまで部局単位でバラバラに行わ

れていた募集業務などについて、OUSSEPで培つたノウハウを活かしつつ、OUSSEP担当者と学生

交流推進課とが協力しながら、短期留学受け入れ事業を運営している。

○ コーディネーション
担当としての日常業務の中で、OUSSEP担 当教員が派遣や受け入れ可能学生数などの調整を行っている。

また、来学希望学生の最初のコンタクト先として、留学生センター (OUSSEP担当)が選ばれる傾向があ

り、コンタクトしてきた学生の在籍校と協力して、適切な部局へ誘導・紹介を日常的に行っている。また、

留学生センター教員がコンタクトパーソンを務める全学交流協定は全協定中 協定である。

○ オリエンテーション
春夏それぞれのセメスターにおいて、新規来学学生に対してオリエンテーションを実施している。特に秋

期においては、図書館およびサイバーメディアセンタ‐におけるオリエンテーションが含まれる。また、特

に支障がない限り、部局間協定に基づく受け入れ交換留学生がこれらのオリエンテーションに参加すること

もある。なお、新規来学学生のケアについては、地域のコミュニティ、留学生会、一般学生のサークル

(BSP)な どからの十全な協力を得て、早く本学の学習 。研究環境にとけ込めるよう努めている。

2.派 遣留学の推進

留学生センター留学生交流指導部門では平成 18年度も引き続き学生交流派遣推進にも積極的に取り組ん

だ。4月 3日 の新入生向け外国語科目履修ガイダンスにおいて、海外留学パンフレットおよび国際交流科 目

のパンフレットを配布 して、海外留学のオリエンテーションを行った。また、留学生センター吹田地区

IRIS(留学生交流情報室)お よび豊中分室において、パンフレット等による情報提供を継続するとともに、

メールによる相談対応も行つた。通常メールでの相談に対しては基本的に最低一度は面談を行い、相談内容

によつて継続的に対応を行つた。

さらに、平成 18年度も豊中キャンパス学生交流棟の 2階の留学交流情報コーナーにて、学期期間中週 3

回のオフィスアワーを設け、留学相談への対応を行った。そのうち週 1回は予約なしで対応 し、残り2回
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については事前のメールでの予約により対応を行った。表 1に平成 18年度までのメール及び面談の相談件

数のデータを載せた。

また例年通 り6月 には、学生交流推進課とともに、海外留学オリエンテーションを吹田と豊中キャンパ

ス両方において、2日 間実施し、交換留学はもちろん、その他の各種プログラムについての情報提供を行っ

た。また海外留学の体験談や交換留学体験者や交換留学生とのフリー トーキングの機会も設けた。オリエン

テーションでは吹田・豊中あわせて 166名の出席者があった。

国際交流委員会のもとに置かれた交換留学選考委員会において第一期の学内選考、第二期の学内選考を行

い、内定を得た学生については、協定校への推薦を行つた。表 2に平成 18年度に交換留学制度において内

定を得た学生の内訳を載せた。

海外留学に関連 して、協定校との連絡も行つた。具体的には 6月 の海外留学オリエンテーション前には

募集人数の確認を各協定校とメールで行い、また学内選考後には推薦人数その他についての連絡を関係する

協定校とメールで行 うとともに、必要に応じて電話での連絡調整も行つた。
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表1 海外留学相談データ

年度・ 月別合計 (1998-2006)

注 : このデータには 通常の留学対応件数を記す。個別の特別な事情による相談対応件数は含まない。
メールの件数は送信 。受信総数の延べ数記す。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

メール 面談 メ ―̈ル 面談 メール 面談 メ ―̈ル 面談 メール 面談 メ ―̈ル 面談 メール 面談

1998 0 0 2 0 1 0 0 2

1999 4 5 0 14

2000 30 34 3 1 6

0 20 10 1 0 24 3

2002 1 1 42 1 1 50 2

1 1 30 24 4 5

2004
月
■ 4 2 34 0 1

2005 50 34 10 84 40 5

2006
Л
仕 6

月
■ 7

´
十

合計 1 232 64 И
十 41 20 303 201

И
■

合計2 334

11月
| 12月 1月 2月 3月 計〈

口
一 「合 計

メール 面談 メール 面談 メ ―̈ル 面談 メーール 面談 メール 面談 メ‐―ル 面談

1 2 1 0 0 12

4 1 2

20 2 1 7

0 0 0 6 0

1 7 0 0 0 0 1 0

1 6 0 0 0 4 0 209

2 2 14 1 7 1 384 34 418

7 11 40 60 4 0 594

И
十 50

2606 392 2998

ハ
Ｖ 240 2998
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表2 大阪大学交換留学 (派遣)内定状況

(2007年 1月 -2008年 3月 留学開始分)

()内は条件付き内定者数

(2)大学別

大学名(大学問協定校) 派遣可能数
第1期

第一希望
第 1期

派遣決定

第■期

第一希望

第I期
内定先

チユラロンコン大学 5

マヒドン沖 5

延世大学校 2 1

全歳 鳩 牧 5

ソウル大学校 2 1

釜山大学校

慶尚大学校 5

上海交通大学 5

西安交通大学 3

鵡 洋 2

献 絆 2

ベトナムロ立大学ハノイ校 5

モンゴル国立大学 2

オーストラリア国立大学 3 1 2

モナシュ大学 5 1

ウェズリアンカレッジ(女子学生のみ) 2 1

カリフォルニア大学 0

テキサス鳳M大学 2 1 4

ナザレスカレッジ ローチェスター校 1 1 2 1

ワシントン大学 2 7

マギル大学 5 1 1 2

マックマスター大学 2 1

ブリシ ッシュ・コロンビア蝉 3 2 1 1 1

グローニンゲン大学 5 2

デルフトエ科大学 5

スウェーデン王立工科大学 5

ミュンヘンエ科大学 5

ミュンヘンルートヴィヒ・マクシミリアン大学 2 2

アーヘンエ科大学 5

オーボアカデミー大学 5 1

グルノーブル大学連合 1

ストラスプール六青築彗

`訳

プログラム 8) 2 1

ストラスプール大学連合 3 l

ピエール・マリー キュリー大学 3

ルーヴァンカトリック大学(UCL) 3

スイス連邦工科大学ローザンヌ校 5

ノッシ ンガム大学 1

合 計 7 5

大学名(部局間協定校) 派遣内定人数

ヴェクショー大学 3

ブリティッシュ・コロンピア大学ソーダー経済

蜘
2

フィリピン坤 1

カンタベリー大学 1

合 計
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Ⅶ.学生支援

留学生センター留学生交流指導部門は、吹田地区は留学生交流情報室 (IRIS)、 豊中地

区は留学生センター豊中分室に生活相談に対応するスタッフを配置し、ア ドバイス担当教

員との密接な連携のもと、学生支援を継続的に行つている。学生が気軽に出入りできるス

ペースを提供するとともに、相談しやすい雰囲気を作り、関係部局とも連携 しながら、迅

速に対応している。また定期的に発行する IRISレター等のメールによる情報提供も行つ

ている。 このほか、大阪大学留学生会 (OUISA:Osaka University lnternational
Student Association)や B.S.P.(Brothers and Sisters Program)等 、学生間の交流や

活動への支援も継続して行つている。さらに、地域の国際交流団体やボランティアグルー

プとの連携、地域の学校の国際理解教育プログラムヘの協力も継続して行つている。この

ほか、一般学生の海外留学支援も行っている。

.留学生支援

(1)留学生センターにおける相談対応

吹田キャンパスにおいては留学生センター IRIS(留 学生交流情報室)(ICホール 2階)を学期期間

中平日8:30-18:00開 室、豊中キャンパスにおいては留学生センター豊中分室 (イ 号館 1階)を学

期期間中平日10:00-17:00開室とし、ア ドバイス担当教員と生活相談員との緊密な連携のもと、各

種情報提供や相談対応を継続して行つた。表 1に IRIS、 表 2に豊中分室への対応件数を記す。各種情

報提供のほか、本目談内容により担当教員との連携は勿論、関係部局との連携も行いながら、迅速な対応を行つ

た。

(2)新規来日留学生への支援

留学生センター所属の新規来日留学生に対して、来日前の情報提供やホストファミリープログラムの

案内及び申し込み受付等を含め、来日前からコンタク トを行つた。留学生来日当初の約一週間のオリエ

ンテーションプログラムを、学生交流推進課や留学生センター日本語教育部門等と連携して企画実施し、

スムーズな留学開始となるよう支援した。

来日前にホス トファミリープログラムに申し込んだ学生とホス トファミリーのマッチングについては

近隣のボランティア団体や国際交流団体と連携して調整を行い、来日当初のオリエンテーション期間中

に出会いの会を設けて、留学生とホス トファミリーが来日初期に出会う機会を設けた。

また、来日当初に留学生が指導教員と面談できるように、オリエンテーションプログラムの中に研究

室訪間の日程を組み、留学生来日前に指導教員と連絡をとり、研究室訪間の日程調整をあらかじめ行つ

た上で、実施した。

更に、学生間の交流や支援の観点も含め、B.S.P.(Brothers and Sisters Program)の 学生によるオ

リエンテーション初日の宿舎への出迎えやキャンパスツアー、大阪大学留学生会の紹介等を学生達と連

携して行った。
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表1 大阪大学留学生センター留学生交流情報室「IRIS」 の相談対応状況および来室口利用人数状況)

*ここでいう「相談対応」は項目に関する相談受付及びその対応回数の延べ(電話・メールも含め)を示す。

来室者推移

年度 H15 H16 H17 H18

件数 16450 17848 17996 18025

*ここでいう「利用」は留学生交流情報室駒RIS」に来室した延べ人数を示す。

*その他・一般はホストファミリー、国際理解教育関連(4 ・ヽ中・高校の教師)、 ボランティアなどである。

項目 ＼ 月 4月 5月 6月 フ月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

交流 48

日本語 20

奨学金 6 0 4 4 3 1 42

保証人 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

住居保証人 1 0 4 1 0 0 1 1 5 4

医療 1 6 4 4

入管関係 4 1 7 7 4 8

家族について 2 0 4 1 2 2

柵 7 0 3 4 3 4 42

住居 6 0 7 92

各種情報提供 267 48 279 240 144 108 1996

生活用品 2 10

学習・研究 7 6 4 4

事故・トラブル 4 4 6 0 0 4 2 3 0

引越 2 1 3 1 1 1 1 2 3 3

アルバイト 8 7 7 5 3 10 8 9 3

ホストファミリー 7 0 40 20 2 5 0

ホームステイ 2 6 2 1 1 1 1 2 0

海外留学相談 7 10 1 3 4

問合わせ (学外) 55

その他 0 4 0 0 0 0 0 0 17

計 547 332 390 268 5087

相談対応件数推移

年度 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

件数 2877 3461 4125 4246 5163 5280 5366 5405 5124 5087

留学生交流情報室「lR!S」 の利用延べ状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

留学生 1776 1654 1675 1409 688 1610 1599 999 809 16247

日本人学生 70 110 40 52

その他・一般 70 80 923

合計 2027 1780 1802 785 2013 1772 1748 1528 1101 930 18025
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表2 大阪大学留学生センター豊中分室の相談対応状況および来室口利用人数状況 )

相談対応件数推移

年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

件数 909 2053 2607 3056 2843 2294 1352

*ここでいう財目談対応」は項目に関する相談受付及びその対応回数の延べ(電話・メールも含め)を示す。

項目 ＼ 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

交流 0 0 4 4 124

日本語 8 10 0 9 1 0 2 5 108

奨学金 11 0 2 1 1 6

保証人 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

住居保証人 1 1 1 2 1 1 1 7 1

医療 5 0 0 0 0 1

入管関係 1 0 1 0 1 4 3

家族について 0 0 0 0 0 1 0 1 4

調 0 0 0 0 1 0 1 0 3

住居 9 10 4

各種情報提供 48 70 9 6 5 250

生活用品 0 1 1 0 0 4

学習・研究 1 4 4 1 3 1 6 104

事故・トラブル 4 3 1 0 0 0 0 1

引越 1 0 0 1 0 0 0 0 0

アルバイト 0 2 1 0 0 0 0 0 3

ホストファミリー 0 4 1 6

ホームステイ 2 0 1 0 0 1 0 24

海外留学相談 4 5 4 3

問合わせ (学外) 7 0 1 2 1 0 4

その他 8 0 1 4 6 9

合計 204 28 60 1352

来室者推移

年度 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

件数 1276 2362 5379 10028 9575 8320 7524 5183

豊中分室の利用延べ状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

留学生 483 474 94 105 290 100 3024

日本人学生 70 1099

教官・学外など 200 94 40 32 72 1060

合計 840 809 636 164 509 214 5183

*ここでいう「利用」は豊中分室に来室した延べ人数を示す。
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(3)学生交流支援

学生支援については B.S.P.(Brothers and Sisters Program)や 大阪大学留学生会 (OUISA)の 活

動の支援を引き続き行つた。表 3に B.S.P.の活動、表4に大阪大学留学生会の活動を記す。

表3 平成18年度B.S.P.主な活動内容

<定例ミーティング>
*吹田B.S,P

4月 ～12月  毎週水曜日お昼休み
1月 ～ 3月  不定期
*豊中B.S.P

不定期

く主な活動内容>

月 日 内容 共催団体

4 3 豊中キャンパスツアー

4 7
留学生出迎え、各種手続き同行、新留学生オリエンテーションで

BSPの紹介、吹田キヤンパスツアー

4 7 お花見

4 留学生出迎え、豊中キャンパスツアー

ウエルカムパーティー 留学生会

5 9 ウエルカムパーティー(豊中) 留学生会

5 焼肉パーティー

www′年一ティー
留学生会、生協留学生チーム、

Σ留学生会

2 タイ料理パーティー

7 インドネシアジャワ島義援金活動(吹田) 留学生会、インドネシア留学生会

インドネシアジャワ島義援金活動(豊中) 留学生会、インドネシア留学生会

7 七タパーティー 留学生会

7 トルコ米斗理パ ―̈ティー

1 いろいろおめでとうパラ ー(豊中)

10 送別会 (吹田)

吹田キャンパスツアー

留学生出迎え、各種手続き同行

豊中キヤンパスツアー

留学生出迎え、各種手続き同行、吹田キャンパスツアー

留学生のためのバザー、新留学生オリエンテーションで BSPの紹介
留学生センター、ホストファミリー

グループ アミーゴ

豊中キャンパスツアー

ウエルカムパーティー 留学生会

吹田 BSP懇親会・鍋パーティー

イヤーエンドパーティー
留学生センター、ホストファミリー

グループ アミーゴ

忘年会(吹田)

大掃除&年越しそば

1 書初め&お雑煮

1 24 エジプト料理

1 お餅パーティー (豊中)

おじるこパーティー(豊中)

節分パーティー 豆まき&巻き寿司丸かぶり

送別会 (吹田)
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表4 平成 18年度大阪大学留学生会 (OUISA)主な活動

月 日 内容 場所 共催団体、内容他

4 7 新留学生へのオリエンテーション 吹田キヤンパス

4 役員会(1) 吹田キヤンパス

4 19 留学生会総会 吹田キャンパス

4 21 ウエルカムパーティー 吹田キヤンパス 吹田 BSP

4 27 役員会(2) 吹田キヤンパス

5 26 酬 パーティー 豊中キャンパス
豊中 BSP、 生協留学生チーム、

Σ留学生会

5 13/14 合宿 京都

6 役員会(3) 吹田キヤンパス

6 インドネシア地震募金活動 吹田キヤンパス 吹田BSP、 インドネシア留学生会

6 8 インドネシア地震募金活動 豊中キャンパス 豊中BSP、 インドネシア留学生会

6 9 インドネシア地震募金活動 阪急北千里駅 インドネシア留学生会

6 30 インドネシア地震募金活動 」R吹田駅 インドネシア留学生会

7 4 役員会(4) 吹田キヤンパス

OnV in my countryポ スターコンテスト

&七夕まつり
吹田キャンパス 吹田 BSp

7 25 天神祭り船渡御参加 代表 1名参加

9 5 役員会(5) 吹田キヤンパス

9 25 新留学生へのオリエンテーション 吹田キヤンパス

0 3 役員会(6) 吹田キャンパス

0 新留学生へのオリエンテーション 吹田キャンパス

0 10 役員会(7) 吹田キヤンパス

0 20 ウエルカムパーティー 吹田キヤンパス 吹田 BSP

0 31 役員会(8) 吹田キヤンパス

1 4 大阪大学留学生会スポーツ大会・懇親会 吹田キヤンパス

1 21 役員会(9) 吹田キヤンパス

2 14 留学生向け就職活動支援セミナー「理系」 吹田キャンパス

1 22

大阪大学地域団体ボランティア留学生支

援

連絡協議会

吹田キヤンパス
パネルディスカッション

代表2名参加

1 23 役員会(10) 吹田キヤンパス

1 26 スリランカカレーパーティー 吹田キャンパス

2 13 役員会(11) 吹田キヤンパス

3 27 役員会(12) 吹田キヤンパス

(4)学内連携

留学生センターは学内の部局の留学生関係者との連携も引き続き実施 した。部局の留学生相談室フロ

ントスタッフと連携した組織 「大阪大学留学生支援フロントスタッフネットワーク」ミーティングを定

例で 4回実施し、それ以外にも必要に応じて電話やメール等で連絡や意見交換を行つた。平成 18年 7

月 28日 の留学生センター連絡・交換会においては、このフロントスタッフネットワークから、留学生

支援に関して昨年度提案し、その後実現の方向へと動いた項目について進捗状況を尋ねるとともに、新

たな提案を行った。 (1.留学生基金、2.国費留学生の資格外活動許可の改正、3.非正規生のIDカ ー ド、

5.阪大における勉学 。研究環境の改善)。
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2.地域 との連携
(1)留学生支援ボランティアとの連携

留学生センターは地域との連携も引き続き行った。ホストファミリープログラムについては大阪大学

留学生ホス トファミリープログラム連絡協議会を年 2回開催し、留学生の来日時期に合わせて、ホス

トファミリァの組み合わせの連絡調整や、ホス トファミリープログラム等に関する意見交換を行った。

またホス トファミリーや地域のボランティアや関係者 との連絡を引き続き緊密に取つた。表 5に平成

18年度までの団体別のホス トファミリーと留学生の組み合わせ数を載せた。また第 15回大阪大学・地

域団体ボランティア留学生支援連絡協議会を 19年 1月 22日 に実施し、千里ロータリークラブ稲邑清

也大阪大学名誉教授による講演 「留学生座談会『 日本の社会に望むこと』を主催 して」、引き続き、パ

ネルディスカッション「日本の社会に望むこと一H」 を稲邑教授および留学生5名 にて行った。この講

演、パネルディスカッション、その後の懇談を通して、大阪大学と地域の関係者及び関係者間のネット

ワークと連携を引き続き行つた。当日は学内 34名 、学外 143名 、合計 177名の出席者を得た。

表5 大阪大学留学生ホストファミリープログラム組み合わせ団体別数推移

H6 H7 H8 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 計

ホストファミリーグループ

アミーゴ
12 125

茨本市国際親善都市協会 4 11 12 130

(財 )とよなか国際交流協会 0 7 20 14 14 215

(財 )箕面市国際交流協会 0 10 10 129

池田ホームステイ友の会 0 9 10 15 10 125

(財 )吹田市国際交流協会 0 1 14 20 14 9

国際 交 流 の 会 とよな か

(llFA)
0 1 9 25 20

川西市国際交流協会・ 1 14 9

留学生さとおや の会 '2 5

OHP/1RIS に直 1妾 登録 3 20 4

計 82 62 90 115 113 1216

*1川西市国際交流協会のメンバーと留学生とのホス トファミ

・ 2留学生さとおやの会のメンバーと留学生とのホス トファミ
リー組み合わせは平成 14年 10月 開始

リー組み合わせは平成 17年 4月 開始
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(2)国際理解教育への協力

また、地域の学校における国際理解教育プログラムヘの協力も引き続き実施した。表 6に平成 18年

度に国際理解教育プログラムにおいて協力した学校名、派遣した留学生数を載せた。

大阪大学 。地域 「国際理解教育」推進連絡協議会において近隣の市町の教育委員会とも連携しつつ、

地域の小中高等学校へ留学生を派遣した。学校からの依頼に対して、学校交流ボランティアに登録 して

いる留学生にメール等で案内を出し、希望者を募 り、学校側と留学生との事前打ち合わせを行うととも

に、実施後、報告書提出を行うというプロセスを経て、きめ細かな対応をしてきた。さらに平成 18年

度も大阪府教育委員会に協力して、教員の初任者研修―社会体験プログラムに協力した。留学生センター

においてこのプログラムを 7月 25-26日 に実施し、講義や留学生とのディスカッション等を行った。

このプログラムには 6名の新任教員が参カロした。

表6 平成 18年度「国際理解教育」協力状況

月 日 市 戦 /プログラム名 派遣人数 派遣国

大阪市立 中大江小学校 1 ドイツ

大阪府立 刀根山養護学校 1 カナダ

東大谷高等学校 インドネシア・マレーシア・スリランカ

大阪府立 刀根山高等学校
インドネシア・シンガポール・ハンガリー・エジプト・トルコ・

パキスタン・ブラジル

大阪府立 刀根山養護学校 1 イラン

大阪府立 北淀高等学校 韓国・ブラジル・中国・スウェーデン

1 豊中市立 第十七中学校 韓国

1 茨木市立 穂積小学校 スリランカ・シンガポール・ケニア・中国

1 伊丹市立 昆陽里小学校 フィリピン・ケニア

1 枚方市立 楠葉中学校 トルコ・インドネシア・タイ・ブルガリア

枚方市立 第四中学校
香港・エジプト・ブルガリア・キューバ・ベルギー・パキスタ

ン

1 茨木市立 白りI14■抑校 インドネシア・トルコ・ハンガリー・韓国・中国

1 大阪夕陽丘学園高等学校 シンガポール

1 摂陵中学校・高等学校 オランダ・インドネシア・エジプト・香港…ブルガリア

1 高槻市立 初

"lI小

学校 韓国・カザフスタン

1 茨木市立 郡小学校 中国・ハンガリー・マレーシア

7 吹田市立 藤白台小学校 台湾・インドネシア・韓国

茨木市立 東小学校
ミヤンマー・パナマ・中国・ベルギー・ペルー・インドネシア・

韓国・フィリピン・オランダ

伊丹市立 昆陽里小学校 インドネシア・スリランカ・マレーシア

1 11 豊中市立 西丘小学校 1 スリランカ

1 摂津市立 第二中学校
中国・スリランカ・インドネシア・モンゴル・オランダ・韓国・

ブラジル・マレーシア

1 茨木市立 玉櫛小学校 インドネシア・中国・ミヤンマー・ロシア

1 大阪府立 茨木高等学校 ベトナム・インドネシア・スリランカ

1 摂津市立 千里丘小学校 スリランカ・ロシア・マレーシア・ブラジル・トルコ・ベトナム

1 豊中市立 熊野田小学校 中国・スリランカ

摂津市立 味舌小学校 5 中国・台湾・ロシア・タイ

豊中市立 東豊台小学校 中国・インドネシア・モンゴル・マレーシア

大阪府立 茨木西高等学校 スリランカ・マレーシア・中国・ロシア・インドネシア

豊中市立 野畑小学校 中国・ベトナム・インドネシア

豊中市立 克明小学校 1 インドネシア

合計 :301出/130人
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Ⅷ.その他の活動

1.FD

留学生センターは大学教育実践センターと協力して、両センター及び部局の教員 9名 による「大学の

国際化推進のための FDワークショップー教育の国際標準を学ぶ―」実施委員会を構成し、一連のFD関

連企画を実施した。平成 18年度はこの FD実施委員会と工学研究科 「魅力ある大学院教育」イニシアティ

ブ先導的教育研究融合プログラムが主催し、留学生センターと大学教育実践センターも共催した。これら

の FD企画実施について平成 19年 3月 に報告書を発行した。

0 2006年 11月 6日 (月 )-11月 9日 (木 )

FDワ ーークショップ

「平成 18年度 教育の国際化推進のための FDワ ークショップー学習者中心のアプローチを学ぶ―」

参加者数 10名

0 2006年 11月 10日 (月 )午前 9時-12時

FD特別ワークショップ

参加者数 7名

0 2006年 11月 10日 (金)午後 2時-5時
FDセ ミナー

「平成 18年度教育の国際化のための FDセ ミナーー学生とのインターアクティブな講義を目指して一」

参加者数 46名

2.各種行事
。 2006年 7月 28日  平成 18年度留学生センター連絡交換会

於 : コンベンションセンター 会議室 2
・ 2006年 9月 ■ 日 大阪大学ホス トファミリープログラム連絡協議会

参加者 : 23名

・ 2007年 1月 19日  第 28回大阪大学留学生教育・支援協議会

平成 18年度第 2回国立大学法人留学生センター指導研究協議会

於 : 千里朝日阪急ビル 14階 第 2会議室

学内参カロ者 : 26名 、 学外からの参加者 : 50名、 合計 : 76名
。 2007年 1月 22日  第 15回大阪大学・地域団体ボランティア留学生支援連絡協議会

於 : 銀杏会館 3階ホール

学内参加者 : 34名、ボランティア等学外参加者 : 131名、合計 : 165名

・ 2007年 3月 1日  大阪大学ホス トファミリープログラム連絡協議会

参加者 : 21名

3.研 修事業
・ 2006年 7月 25日 -7月 26日

大阪府教育委員会初任者研修一社会体験プログラム

研修生 : 6名
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4.海 外出張 口海外研修
○ 海外出張
・ 2006年 5月 12日 -13日  村岡貴子教授、韓国のソウルに出張

大阪大学理工系学部に進学予定の第 7期 日韓共同理工系学部留学生 5名 との面談、慶熙大学校国

際教育院の院長および関係講師との情報交換のため

。 2006年 5月 23日 -5月 27日  有り|1友子助教授、カナダモントリオールに出張

NAFSA:Association of lnternational Educatorsに 参カロするため

。 2006年 5月 22日 -27日  近藤佐知彦助教授、カナダ 。モントリオールに出張

NAFSAコ ンフェレンス出席および科研研究 (平成 16・ 17年度基盤研究 09(2)大学国際化の評価

指標策定に関する実証的研究)に関するWS発表のため
・ 2006年 6月 9日 -6月 16日  有り|1友子助教授、イギリスシェフィール ドヘ出張

International Consortium for Educational Development(ICED)に て共同での口頭発表のため

・ 2006年 8月 4日 -9日  三牧陽子教授、米国ニューヨークに出張

International Conference on Japanese Language Education(20061CJLE; 日本語教育国際研究

大会)口頭発表のため

・ 2006年 8月 20日 -9月 3日  西村謙一助教授、フィリピンのマニラ首都圏ケソン市およびラ・

ウニオン州に出張

文部科学省科学研究費補助金 「フィリピンにおける地方政府のガバナンス」に関する現地調査のた

め

・ 2006年 9月 7日 -11日  西村謙一助教授、韓国のソウルに出張

日本留学フェアおよび日韓共同理工系学部留学生事業推進フェアに参カロのため

・ 2006年 10月 15日 -18日  三牧陽子教授、村岡貴子教授、タイのバンコクに出張

大阪大学バンコク教育研究センター開所記念セミナーセッションF「大学における日本語教育の理

念と実践」の担当のため

。 2006年 11月 24日 -27日  大谷晋也助教授、ベ トナムのハノイおよびホーチミンに出張

2006年度日本留学フェア・進学説明会参加のため

・ 2006年 12月 15日 -18日  西日光一教授、台湾の台北に出張

2006年度日本語文学術研討会 (台湾日本語文学会)特別講演のため

・ 2007年 2月 25日 -3月 4日  北浜榮子教授、英国のブリストル、ロンドンおよびアイルランド

のダブリンに出張

Junior Cafe Scientifiqtle,UK副 代表との会談および「サイエンス・コミュニケーション」にかか

わる研究資料調査のため

・ 2007年 3月 3日 -11日 近藤佐知彦助教授ヨーロッパ (ィ タリア 。ボローニア、フランス・グ

ルノーブル、スペイン・マ ドリッド)出張

協定校訪問および ECTS運用等、ボローニアプロセス調査のため
。 2007年 3月 17日 -3月 23日  有り|1友子助教授、スウエーデンとフィンランドに出張

大阪大学の協定校 (ス ウエーデン王立工科大学、オーボアカデミー大学)訪間のため
。 2007年 3月 17日 -30日  西村謙一助教授、フィリピンのカビテ州およびラ・ウニオン州に出張

文部科学省科学研究費補助金「フィリピンにおける地方政府のガバナンス」に関する現地調査のため
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。 2007年 3月 22日 -24日  西日光一教授、台湾の台北に出張

銘博大学 2007国際学術シンポジウム「応用言語教育の理論と実践」 (銘博大学応用 日語学系 。台

湾 日本語教育学会共催)特別講演のため

○ 海外研修
。 2006年 8月 12日 -21日  近藤佐知彦助教授、カナダ 。モントリオールで研修
2006年度文科省海外先進教育実践支援プロジェクト「英語で開講する授業の国際水準化支援事業一

短期留学プログラムの授業を手本にして国際的教育能力の向上を目指す―」に関連して、マギル大

学における調査および研修のため

。 2006年 8月 20日 -8月 27日  有り|1友子助教授、米国サクラメントヘ出張
カリフォルニア州立大学サクラメント校での FD研修に参カロするため

(代表校 :電気通信大学「平成 18年度大学教育の国際化推進プログラム (海外先進教育実践支援 )」

の「英語で開講する授業の国際水準化支援事業」に参加 )

5.出 版物 口印刷物等 (2005年 5月 か ら 2006年 5月 まで )

留学生センター関係の出版物リス ト (平成18年度)

No: 出 版 物 の タ イ ト ル 発行年月

留学生 日本語プログラム履修ガイ ド2007年度
Guide to Japanese Language Progran1 2007

2007年 3月

2 大阪大学留学生センター NEWS LETTER第 12号 2006年 3月

3 OUSSEP2007‐ 2008 CALENDAR 2007年 1月

4 OUSSEP2007‐ 2008 SYLLABUS 2007年 1月

5
大阪大学留学生センター研究論集多文化社会 と留学生交流 第 11号

Journal of 1/1ulticultural Education and Student Exchange No.11
2007年 3月

6 2006年度大阪大学留学生センター年報 2007年 3月

6.研 究者・配偶者の日本語学習支援
○ いちょう日本語プログラム

留学生センターでは、平成 16年度より、外国人研究者や留学生 。外国人研究者などの配偶者などで

日本語学習を必要とする方々を対象に「いちょう日本語プログラム」を実施している。昨年度までは入

門から中級までの3ク ラスと漢字クラスを合わせた計 4ク ラスを開設していたが、中級参カロ者は生活 日

本語という観′点からは日本語学習の緊急性が必ずしも高くないこと、また漢字クラスは市民ボランティ

ア主導による漢字テーブル (次に紹介)に よつて概ねその機能を引き継ぐことができることから、本年

度は日本語学習の緊急性の高い入門クラス (Aク ラス)と 初級クラス (Bク ラス)のみを開設すること

とした。いずれのクラスも学期中 24回の授業を実施 し、参加者には一定の費用負担をお願いしている。

本プログラムは、日本語学習の機会を提供するとともに、外国人生活者として相互に情報交換をする場
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と

　

ロ

しての機能も果たしている。

クラスと担当者

Aク ラス (入門) 人木真奈美
Bク ラス (初級)新 庄あいみ
コーディネータ (WGメ ンバー )

参加者数

水3・ 木3〔吹田〕

水3/齊藤美穂 木3〔吹田〕
◎西日光一、三牧陽子、有川友子、近藤佐知彦

いちよう日本語 18年度参加者数

春学期

研究者 配偶者 合計

Aクラス 8 5 13

Bクラス 8 3 11

秋学期

研究者 配偶者 その他 合計

Aクラス 4 7 0 11

Bクラス 2 1 14

○ 漢字テーブル

平成 17年度までは、いちょう日本語プログラムの漢字クラスにおいて、講師による漢字の指導と市

民ボランティアの参加による個別学習を組み合わせた学習機会の提供を行ってきた。しかしながら財政

面での運営の安定化 と、より多くの大阪大学構成員への学習機会の提供の観点から、18年度からは、

ボランティアグループと協力して、市民ボランティア参加による漢字学習と市民との交流の機会を提供

している。これが漢字テーブルである。

漢字テーブルは、留学生センターとの連絡 。調整の下で、ボランティアグループ「竹の子にほんご交

流会」が主催する自主的な活動である。「竹の子にほんご交流会」は、それまで漢字クラス等に参加 し

ていた市民ボランティアを中心に組織されたグループである。平成 17年 11月 よりそうした市民ボラ

ンティアの主要メンバーと留学生センターいちょう日本語担当教員が月に 1回の 「準備委員会」を開

いて、会則の作成、運営組織の検討、入会申込書の準備等、ボランティアグループ立ち上げの準備を進

めた。そして、平成 18年 3月 8日 の設立総会をもつて「竹の子にほんご交流会」は設立した。漢字テー

ブルは、同グループの主催の形で、平成 18年 5月 よリスター トした。

・ 期 間 : 春学期  平成 18年 5月 10日 (水)-8月 2日 (水 )

秋学期  平成 18年 11月 1日 (水)一平成 19年 2月 6日 (水 )
・ 曜日と時間 :  上記期間中の毎週水曜日 2時 40分 -4時 10分
・ 場 所 : 留学生センター 第 5・ 6教室

漢字テーブルの参加者は主としていちょう日本語プログラムに参加している外国人研究者や留学生 。

外国人研究者などの配偶者である。研究生や大学院生等も一部参加している。平均的な参加人数は、学

習者約 20名、市民ボランティア約 20名 である。参カロ者はボランティアとペアになって漢字学習を進

め、その途上で気楽に自由に日本語で話をすることで、漢字学習と市民との交流の機会として重要な機

能を果たしている。
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7.大阪大学専門日本語教育研究協議会
留学生センターでは従来より学生の専門的な研究に対応しうる日本語能力を養成することを目指して日

本語教育を実践している。本年は、初めて、全学的に専門日本語教育のあり方について協議・検討するた

めに以下のような要領で専門日本語教育研究協議会を開催した。内容紹介を含めて、記述する。

2007年 3リロ 13 日 (火)13:00-17:50

留学生センター主催「大阪大学専門日本語教育研究協議会」

場所 :吹田キャンパス ICホール留学生センター 2階 Room 5&6

参加者 :27名    '

研究協議会の趣旨、次第および要旨は、次の通 り。

大阪大学専門日本語教育研究協議会
「大学院レベルの専門日本語教育とは何か」

主催 大阪大学留学生センター

趣  旨

大阪大学留学生センターは、学内共同教育研究施設として留学生教育や国際交流に関する種々

の機能を担っています。その一環として、同センターは、発足当時から、多様な専門や母語等

の背景をもつた多数の留学生に対する日本語教育を実施してきました。現在も、多様化する留

学生のニーズや学習スタイルに応じて、柔軟なカリキュラム編成を行い、また、常に、大学教

育にふさわしい、学習・研究活動に有効な Japanese for Attdelnlc Purposesと しての専門日

本語教育を提供するべく研究を重ねております。

現在大阪大学に在籍している大学院レベルの留学生の多くは、日本という研究生活の環境に

おいて、目標言語である日本語を第二言語として学び、それを用いて日々アカデミックなコミュ

ニケーションの場面で人間関係を構築し、研究活動を行い、プレゼンテーションや論文で成果

を発表することによつて、留学の目的を達成しようと努力しています。このように、日本で第

二言語として言葉を学び、大学のコミュニティを中心とした言語生活を送っている留学生を対

象とした日本語教育は、単に、日本語教育学を専門とする一部の教員のみによつて一方的に行

われるだけでは十分とは言えません。各専門分野の先生方や大学院生をはじめとする関係者の

方々と留学生センターの教員が、言語教育や留学生教育の視′点を共有し、教育や学習支援につ

いて可能な限りの共通理解を目指すことが必要であり、それは留学生のための環境整備 として

非常に重要であると考えられます。留学生が専門分野において自律的に学習
。研究活動を行い、

所期の目的を達成できるよう、また、同時に、日本人学生との研究活動を通じた有意義な交流

が促進されるよう、あらゆる関係者の緩やかな連携システムの構築、および、教育
。研究資源

の蓄積が求められます。

―-136-一



この度開催予定の「大阪大学専門日本語教育研究協議会」は、そういつた大阪大学の大学院

レベルの留学生に対する最近の日本語教育について、理念と実践の両面からご報告します。ま

た、各部局において留学生を受入れていらっしゃる先生方とともに、大学院レベルを中心とし

た専門日本語教育とは何かについて、率直な意見交換を行う機会にしたいと考えております。

次第および要旨

13:00‐ 13:05   圭え拶

13:05‐ 13:25 専門日本語教育という視座

司会 留学生センター 義永美央子

留学生センター副センター長 三牧 陽子

留学生センター 村岡 貴子

囲 :大学教育に適したアカデミックな目的のための日本語教育である専門日本語教育の特徴等について

説明し、かつ、専門日本語を用いたコミュニケーションについて、大阪大学の理系留学生の例をもとに報告

した。また、今後も留学生センターと専門分野の教員や関係者との連携が必要であると論じた。

13:25-14:25 研究生活に必要な日本語とその実態一留学生指導教員として一

留学生と日本人大学院生とのコミュニケーション 医学系研究科 松浦 成昭

睡菱]当 研究室における外国人留学生と日本人学生とのコミュニケーションについて報告した。この 3年

間に 3人の外国人留学生 (中国、スウェーデン、イラク)が学んでいるが、研究室のメンバーと良好な関係

が構築されている。外国人留学生は日本人学生と互いに刺激し合い、向上する結果を生み出していると考え

られた。外国人留学生の存在は日本人学生の英語能力の向上に寄与するのみならず、留学生の生活の援助を

行うことによるボランティア活動の理解・修得、さらに外国文化の認識 。理解が進み、最終的には自国文化

の理解が深まると言 う種々の教育上の好影響を与えていた。留学生にとつて日本での生活には日本語の修得

が必須であるが、短期間で基礎能力の教育を担当している留学生センターの寄与は大変大きいと評価できる。

留学生センターと連携することにより、今後積極的に外国人留学生を受け入れ、教育的効果を追求していき

たい。

研究遂行と成果発表のための日本語 工学研究科 吉村 英祐

囲 :留学生にとつて日本語習得は大きな壁であるが、留学生のモチ
ベーションを高めなければ日本語習

得はできない。教員やチューターは留学生の心理・立場 。留学目的を十分に理解し、個性に合った的確かつ

懇切な指導を通して信頼関係を築くことが重要である。 日本に留学してきてよかつた、その先生についてよ

かったと思つて帰国してもらうことが、留学生本人のみならず、大阪大学ひいては日本の国際的地位向上に

つながる。

議論および論文作成のための日本語運用能力 言語文化研究科 金崎 春幸

睡萎郵 言語文化研究科における留学生数や出身国等を紹介した後、留学生が研究をして論文を完成させる

までの問題点について指摘した。言語文化研究科の留学生は、日常のコミュニケーションのレベルではあま
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り問題がないが、専門知識や専門書の理解力、議論を展開していく力量が不足していることなどを指摘し、

今後の留学生に対する指導のあり方についての展望を述べた。

コメンテーター 留学生センター 西日 光一

《休売虫14:25‐ 14:40》

14:40‐ 14:55 留学生の研究活動における使用言語 ―留学生指導教員へのアンケート調査から一

留学生センター 村岡 貴子 。大谷 晋也 。西村 謙一

睡萎]第 20期から25期までの留学生指導教員 102名 (文系 22名 、理系 80名 )に対して実施したアン
ケー ト調査の結果を報告した。留学生の研究活動にかかわる場面、および日本人関係者の属性により、また

漢字系 。非漢字系という母語の背景によっても、使用言語の選択が異なることが明らかとなった。

14:55‐ 15:50 全体討論                     司会 留学生センター 大谷 晋也

囲 :留学生の研究活動を支える専門日本語教育のあり方について、使用言語、指導教員等関係者の意識、

あるいは教育環境整備のための方策等、種々の観点から情報交換と議論を行った。その結果、留学生の所属

する各研究科の教員と留学生センタ‐教員との連携の重要性が改めて認識された。

15:50‐ 16:10 専門日本語教育の理念に基づいた 「留学生日本語プログラム」のカリキュラム

留学生センター副センター長 三牧 陽子

睡萎}大 阪大学の留学生の日本語学習ニーズを的確に把握するために実施 した学内調査 (2002年)の結
果を紹介した上で、「留学生日本語プログラム」は、「アカデミックなニーズ」を反映した「専門日本語」科

目群と、「第 2言語としてのニーズ」を反映した「一般日本語」科目群とで構成されていることを示した。

16:10・ 16:25 新オンライン日本語レベル診断システム (デモンス トレーション)

留学生センター 難波 康治

睡藍]:2007年 4月 から、留学生日本語プログラムにおいて、従来の日本語プレースメントテストに代わ

り、新たに開始するオンライン日本語レベル診断システムについて、デモンス トレ‐ションを実施した。

16:25‐ 16:30 挨拶

16:35‐ 17:50 懇親会 (於 同階 IRIS)

留学生センター長 古城 紀雄

(以上 敬称略 )
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Ⅸ.教員個人データ

【記載事項】

1.専門分野
2.授業担当 (1)共通教育 (2)大学院 (3)留学生日本語プログラム (4)国際交流科目
3.学生指導 (1)博士後期課程 (2)博士前期課程 (3)日本語研修生 (4)短期留学特別プログラム

(5)日 韓共同理工系学部留学生予備教育生 (6)日 本語・日本文化研修生

4.教育 (学外)5.学 内運営  6.外 部資金  7.研 究業績 (1)論文 (2)著書 (3)口頭発表
8.学外運営  9。 会議運営  10.講 演 会  11.報  道  12.そ の 他

※ 50音順。7の (1)論文と (3)口頭発表の記載の末尾にある「有」「無」は、査読の有無。

有 川 友 子

1.専門分野 教育人類学、異文化間教育学
2.授業担当

(1)共通教育

○ 春学期
多文化コミュニケーシヨンI‐ 2肛 I‐ 2、 同セミナーB

O 秋学期
多文化コミュニケーションI‐ 6/11‐ 6、 同セミナーF

(2)大学院

○ 春学期
生涯教育学特定演習 I(共同)

○ 秋学期
生涯教育学特定演習Ⅱ (共同)

人間と文化特講 (共同)

(4)国際交流科目

○ 春学期
Approaches to Understanding Cuhures

3.学生指導
。 留学生の相談対応

・ 海外留学についての相談対応
5.学内運営
。 国際交流委員会交換留学選考委員会委員
。 国際交流推進本部留学生 。研究者受入サービスシステム検討WGメ ンバー
。 国際交流推進本部短期留学受入・派遣推進WGメ ンバー

・ 学生生活委員会委員

。 人権問題委員会委員
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。 人権問題委員会民族問題小委員会委員長
・ セクシュアル・ハラスメント相談室全学相談員
・ 留学生センター人権 。セクシュアルハラスメント対策委員会委員

。 大学の国際化推進のためのFD実施委員会委員

7.研究業績

(1)論文

・ 有川友子、「留学生教育研究を語る一留学生として、教員として、研究者として一」、『異文化間教

育』第24号、41-48、 2006年 6月 、学術論文、特定課題研究

・ 『平成18年度教育の国際化のためのFD報告書』、2007年 3月 、主催 :平成18年度教育の国際化のた

めのFD実施委員会 。工学研究科 「魅力ある大学院教育」イニシアティブ先導的教育研究融合プログ

ラム、共催 :大阪大学大学教育実践センター・留学生センター、報告、無

(3)口頭発表

・  Berthiaume, D. & Arikawa T。 (2006), “Addressing cultural dilnensions of international

acadelnic development endeavours,"  Presented at the biennial meeting of the lnternational

ConsortiuIIn for Educational Development(ICED),Sheffield,United Kingdom:」 une 2006.

9.会議運営
。 大阪大学留学生教育 。支援協議会、運営、大阪大学留学生センター、2007年 1月

。 大阪大学 。地域団体ボランティア留学生支援連絡協議会、企画運営、大阪大学留学生センター、

2007年■月

12.その他
。 工学研究科 「魅力ある大学院教育」イニシアティブ先導的教育研究融合プログラム主催 「イニシア

ティブFDワークショップ マイクロテイーチング」講師、2007年 3月 7-8日
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1.専門分野 応用言語学、言語社会学、文献学
2.授業担当

(1)共通教育

○ 春学期
日本語 }1ノ II… 1

0 秋学期
日冽ド言吾 I‐ 4/11‐ 4

(2)大学院

○ 春学期
言語文化教育論A

O 秋学期
言語文化教育論 B

(3)留学生日本語プログラム

○ 春学期
日本語研修コースAク ラス

漢字と語彙 」K101

0 秋学期
日本語研修コースAク ラス

漢字と語彙 JK101

3.学生指導

(1)博士後期課程  3(う ち留学生は 2)

(2)博士前期課程  3(う ち留学生は 1)

(3)日本語研修生 26
5.学内運営
・ 情報化推進連絡会
・ ODINS・ CERT運用部会
・ 英文HP管理ワーキング
6.外部資金
。 科学研究費補助金萌芽研究 課題番号 :17652053 平成17年度～平成19年度 「外国人に対する医

療支援に関するエスノグラフィー調査およびリソース開発」、研究代表者

・ 科学研究費補助金基盤研究(C)課題番号 :16520327 平成16年度～平成 18年度 「ニューカマー

の子どもと日本社会との相互適応プログラムの開発研究」 (研究代表者 :山 田 泉)、 研究分担者
7.研究業績

(1)論文

。 「「医療通訳」の現状と課題 ――医療サポー ト団体の調査から一―」、大谷晋也・埋橋淑子 。内藤

(都築)裕美・楠木理香、応募、『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第10

号、大阪大学留学生センター、2006年 3月 、研究ノー ト、無

。 「中学校英語教科書に見られる価値観 ―一 「夢の実現」を迫られる学習者たち」、仲 潔 。大谷

晋也、招待、『言語と文化の展望』、英宝社、津田葵先生記念論文集編集委員会、2007年3月 、無
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(3)口頭発表

。 「医療現場で使われる日本語の改善に向けて ～問診票理解の面接調査より～」、内藤裕美・楠木
理香・スミス山下朋子・埋橋淑子 。大谷晋也、応募、日本国際保健医療学会西 日本地方会、2007年3

月、有

8.学外運営
。 国 。地方公共団体、大阪市不就学外国人児童生徒支援事業委員会 (座長 )、 大阪市教育委員会、
2005年17月

。 その他、日本文学データベース研究会 (代表世話人)、 1996年 12月
。 その他、西日本国語国文学データベース研究会 (世話人)、 1992年 10月
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1.専門分野 教育の国際化、科学教育、科学コミュニケーション、高分子固体構造論
2.授業担当

(1)共通教育

日本語 I-3/Ⅱ ‐3

日本語 I¨ 6/Ⅱ ‐6

多文化コミュニケーション I‐ 1/Ⅱ‐1

多文化コミュニケーションセミナーA―サイエンスコミュニケーションー

(3)留学生日本語プログラム

理系専門日本語総合JT504(春学期)

理系専門日本語総合JT504(秋 学期)

(4)国際交流科目

Current Scientific and Engineering Topics――Technical」apanese A: Part I―

(最近の科学・技術の話題―科学技術 日本語 I― )

Technical Conll■unication for Understanding Scientific and Technological lssues ―Technical

」apanese A:Part II―

(科学 。技術の話題を理解するためのテクニカル・コミュニケーションー科学技術日本語Ⅱ―)

3.学生指導
。 大阪大学短期留学特別プログラム 25(春学期 )
。 大阪大学短期留学特別プログラム 37(秋学期)
5.学内運営
。 大阪大学大学院工学研究科、担当、1997年 4月

。 大阪大学総合学術博物館、兼任、2002年4月

。 大阪大学コミュニケーションデザイン・センター、兼任、2005年 4月

。 国際交流委員会、委員、2004年 7月
6.外部資金
・ OUSSEP科学技術日本語プログラム (企画 :北浜榮子)、 学外ツアーにかかる諸費用負担協力、財

団法人社会経済生産性本部『フォーラム・エネルギーを考える』

7.研究業績

(1)論文

。 「留学交流における多様性の価値(I)一大阪大学短期留学特別プログラムOUSSEPの 10年一」、
北浜榮子、招待、『生産と技術』、第58巻、第2号、2006年 4月 、学術論文

。 「社会文化としての科学コミュニケーション活動の研究―英国王立研究所のクリスマス・レクチャー

に学ぶ二」、北浜榮子、応募、『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会 と留学生交流』、第 11

号、73‐ 82、 2007年3月 、学術論文

8.学外運営
・ 事業委託、文部科学省、女子中高生理系進路選択支援事業、2006年 10月

・ 企画運営担当、宝塚市、宝塚市民カレッジ、2006年6月
・ 事業担当幹事、専門日本語教育学会、専門日本語教育学会、2005年4月

。 理事長、特定非営利活動法人科学と市民社会のコミュニケーション、2004年 12月
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・ 客員研究員、広島大学留学生センター、2002年 4月

9,会議運営
・ 2007年度専門日本語教育学会第9回研究討論会、同実施委員会委員・事業担当、専門日本語教育学

会、2006年 3月 10日 、九州大学で開催

・ 文部科学省女子中高生理系進路選択支援事業 「女子高校生春の学校一ジュニア科学塾2007 in関

西」 (主催 :文部科学省、特定非営利活動法人科学と市民社会のコミュニケーション、男女共同参画

学協会、後援 :神戸大学発達科学部、近畿2府3県の教育委員会、宝塚市、宝塚市教育委員会、大阪

大学大学院工学研究科、大阪大学大学教育実践センター、大阪大学コミュニケーションデザイン・セ

ンター)、 主催団体理事長、特定非営利活動法人・科学と市民社会のコミュニケーション、2007年3

月21日 -22日 、神戸大学発達科学部および兵庫県高等学校野外活動センターあさぎり寮で開催

・ 宝塚市民カレッジ2006「身のまわりの科学入門コース」8回講座、企画運営、特定非営禾J活動法人・

科学と市民社会のコミュニケーション (宝塚市と共催 )、 第1回 2006年 6月 18日 、第2回 2006年7月 9日 、

第3回 2006年 8月 20日 、第4回 2006年 9月 17日 、第5回 2006年 10月 15日 、第7回 2006年 12月 17日 、第8

回2007年 1月 21日 、宝塚市西公民館で開催。第6回 2006年 11月 19日 、宝塚市立手塚治虫記念館で開催

・ OUSSEPイ ベント「My Country,My University」 、コーディネーター、大阪大学留学生センター

短期留学担当、2006年 10月

。 国際交流科目秋学期授業担当教員向けオリエンテーション、司会 。世話人、大阪大学留学生センター

短期留学担当、2006年 10月

。 国際交流科日春学期授業担当教員向けオリエンテーション、司会・世話人、大阪大学留学生センター

短期留学担当、2006年 4月

10.講演会

・ 宝塚市民カレッジ2006「身のまわりの科学入門コース」、「科学がおもしろくなる話」、特定非営利

活動法人科学と市民社会のコミュニケーション (共催 :宝塚市)、 2006年6月 18日 、宝塚市西公民館

で講演

・ 宝塚市民カレッジ2006「身のまわりの科学入門コース」、「暮らし。社会と科学の関係」」、特定非

営利活動法人科学と市民社会のコミュニケーション (共催 :宝塚市)、 2007年 1月 21日 、宝塚市西公

民館で講演

。 関西原子力懇談会創立50周年記念シンポジウム、パネルディスカッション「原子カルネサンスの

花は開くか」、関西原子力懇談会、2006年 11月 7日 、大阪商工会議所国際会議ホールで講演

。 文部科学省女子中高生理系進路選択支援事業 「女子高校生春の学校一ジュニア科学塾2007 in関

西」、「ジュニア・サイエンスカフェ運営の理論と実践」、特定非営利活動法人科学と市民社会のコミュ

ニケーション、2007年3月 21日 -22日 、神戸大学発達科学部および兵庫県高等学校野外活動センター

あさぎり寮で講演

報道

・ 朝日新聞、2006年 10月 30日 、「大学Weekly:理工系、女性もめざして、文科省の委託事業、中 。

高に教員ら派遣」、北浜榮子

その他

・ 印刷物編集、『 OUSSEP2007‐ 2008 Calendar』 、北浜榮子 。近藤佐知彦、大阪大学国際交流委員会、
2006年■1月

。 印刷物編集、『 OUSSEP2007‐ 2008 Syllabus』、北浜榮子
。近藤佐知彦、大阪大学国際交流委員会、

2006年 11月

０
乙

―-144-―



・ 印刷物編集、『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第11号、北浜榮子

(紀要担当・編集長 )、 大阪大学留学生センター広報出版委員会、2006年 9月

・ ホームページ作成、OUSSEPウ ェブサイ ト、北浜榮子、大阪大学留学生センター短期留学担当、

1997年 4月

・ サーバ管理・メーリングリス ト運営、OUSSEPメ ーリングリスト、北浜榮子、大阪大学留学生セ

ンター短期留学担当、1997年 4月

・ 学外施設見学ツアー企画 。実施、 (株)ト ヨタ自動車高岡工場および トヨタ会館、OUSSEP科学技

術日本語プログラム、2006年 6月

。 学外施設見学ツアー企画・実施、大阪市環境事業局舞洲工場および大阪市都市環境局舞洲スラッジ

センタτ、OUSSEP科学技術日本語プログラム、2006年 5月

・ OUSSEP親 睦旅行企画 。実施、吉備方面、大阪大学短期留学特別プログラム2006‐ 2007、 2006年

10月

・ OUSSEP研修旅行企画 。実施、高野山方面、大阪大学短期留学特別プログラム2005‐ 2006、 2006

年7月
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近 藤 佐 知彦

1.専門分野 社会心理学、ディスコース分析
2.授業担当

(2)大学院

○ 春学期
人間と文化特講

人間と文化特別演習 I

O 秋学期
人間と文化特別演習Ⅱ

(4)国際交流科目

○ 春学期
日本の社会とイデオロギー

○ 秋学期
日本のメディアとコミュニケーション

3.学生指導

(4)短期留学特別プログラム 春学期25名 ; 秋学期37名
5.学内運営
。 短期留学運営部会

・ 交換留学奨学金等選考委員会

・ 受け入れサービス検討WG、 GCN担当副座長
7.研究業績
(1)論文

・ 『英語で開講する授業の国際水準化支援事業 (中間報告)』、近藤佐知彦、共著、文部科学省平成18

年度大学教育の国際化推進プログラム (海外先進教育実践支援);補助事業者・電気通信大学、2006

年 12月 、実践報告、無

・ 『英語で開講する授業の国際水準化支援事業 (最終報告)』、近藤佐知彦、共著、文部科学省平成18

年度大学教育の国際化推進プログラム (海外先進教育実践支援);補助事業者・電気通信大学、2007

年3月 、実践報告、無

・ 『大学における留学生 。研究者のためのオンラインコミュニティーーGCN(Global Campus Net)
Osakaの運営現状と課題―』、近藤佐知彦、応募、共著  『多文化社会と留学生交流』第11号、65‐ 71、

学術論文、無

(3)口頭発表

。  Effective lnstitutional Review and Performance lndicator for Assessments of lnternationalization、

近藤佐知彦他、応募、58回NAFSAコ ンフェレンス、モントリオール、NAFSA、 5月 、有
。 平成18年度大学教育の国際化推進プログラム、ポスターセッション、近藤佐知彦他、招待、文科

省、パシフィコ横浜、11月 、無

。 『マギル大学報告』、近藤佐知彦、招待、英語で開講する授業の国際水準化支援事業 (中間報告会 )、
電気通信大学、12月 、無

10.講演会
。 国際化のためのオンラインコミュニティ、GCNについて、日本学生支援機構関西、2006年 9月 13日
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12.その他

・ GCN事務局
・ 8月 モントリオール、マギル大学で 「大学教育の国際化推進プログラム」の一環として、FDプロ

グラム受講した。
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1.専門分野 日本語教育学、社会言語学
2.授業担当

(1)共通教育

○ 春学期
日本語 I‐ 7

日本語595A

O 秋学期
日本語 I‐ 8

日本語595B

多文化コミュニケーション I‐ 5/Ⅱ‐5

(2)大学院

○ 春学期
応用言語学特論A
O 秋学期
応用言語学特論B

(3)留学生日本語プログラム

○ 春学期
専門読解ワークショップ (非漢字系)JR401/501(日 本語I‐ 7と合同)

日本語専F]会話JC500

0 秋学期
専門読解ワークショップ (非漢字系)JR401/501(日 本語I… 8と合同)

(4)国際交流科目

○ 春学期
総合日本語JA400‐2

0 秋学期
総合日本語」A300‐2

3.学生指導

(1)博士後期課程 4(う ち留学生は 1)

(2)博士前期課程 3(う ち留学生は 1)
5.学内運営
。 教育情報化ワーキンググループ
・ 学務情報化特命プロジェクト

6.外部資金
。 平成18年度教育研究等重点経費

12 その他
。 留学生センターウェブサイ ト管理運営

・ 留学生日本語プログラムWEBプ レースメントテス ト及びWEB履修登録システム開発
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1.専門分野 日本語教育学、認知心理学、記号論
2.授業担当

(2)大学院

○ 春学期
応用言語学特論A

言語文化教育論特別研究A
O 秋学期
応用言語学特論B

言語文化教育論特別研究B

(3)留学生日本語プログラム

○ 春学期
専門読解ワークショップ (文系)JR303/403

漢字と語彙 (漢字系)JK252‐ 1

0 秋学期
専門読解ワークショップ (文系)JR255

漢字と語彙 (非漢字系)JK251‐ 1

(4)国際交流科目

○ 春学期
総合日本評JA400‐2

総合日本語JA400‐ 3

0 秋学期
総合日本語JA300‐ 1

総合日本語JA300‐ 3

3.学生指導

(1)博士後期課程 3(う ち留学生は 2)

(2)博士前期課程 3
(3)博士論文指導 1
(4)短期留学特別プログラム 4(OUSSEP‐ AJLs)

(6)日 本語 。日本文化研修生 5
4.教育 (学外 )
。 立命館大学言語情報教育研究科 日本語教育学Ⅶ  (集中講義)
。 京都外国語大学 外国語学研究科 日本語教育研究Ⅲ  (集中講義 )
5.学内運営
・ 評価委員会

。 国際交流委員会

。 吹田地区施設マネージメント委員会

・ OUSSEP検討WG
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7.研究業績

(1)論文

。 「言語的思考と外国語の学習と発達」、西日光一、招待、『 ヴィゴツキー学』第 7巻 (ヴィゴツキー

学協会 )、 27‐ 33、 学術論文、無

。 「共生を育む地域 日本語活動に向けて」、西日光一 。新庄あいみ 。服部圭子、招待、大阪大学21世

紀COEプログラム 「インターフェイスの人文学」報告書第6巻『言語の接触と混交』、 59‐ 97、 2007

年1月 、大阪大学21世紀COEプログラム「インターフェイスの人文学」、学術論文、無
。 「接触場面の相互行為のダイアロジカルな分析のために」、西日光一、461‐ 471、『言語と文化の展
望』、英宝社、津田葵先生記念論文集編集委員会、2007年 3月 、学術論文、無

。 「地域日本語活動に参加する市民ボランティアの意識一大阪府下で活動するグループを例としてJ、
新庄あいみ 。西日光一、応募、『多文化社会と留学生交流』第11号、57‐ 64、 2007年 3月 、実践報告、

無

(2)著書

・ 『 日本語おしゃべりのたね』、西日光一監修・沢田幸子他著、スリーエーネットワーク、2006年 7
月、教科書、単著

8.学外運営
。 国 。地方公共団体、大阪府識字 。日本語教材作成委員会委員 (座長)、 大阪府教育委員会、2005年

4月

。 国 。地方公共団体、大阪市国連識字の10年推進会議専門家委員会委員、大阪市教育委員会、2005

年4月

。 その他、日本語教育学校支援事業委員、 (特活)関西国際交流団体協議会、2005年4月
。 その他、北摂 「かいしゃとちいきとがっこうでつくるにほんご」実行委員会委員、 (財)と よなか

国際交流協会、2006年4月

・ 学会、日本語教育学会理事、 (社)日 本語教育学会、2002年7月

10.講演会
。 大阪府識字日本語教育担当者会議、「市民による識字 。日本語の活動と支援」、大阪府教育委員会、

2006年 11月 2日 (木 )

・ 2006年度 日本語文学術研討会特別講演、「学習活動と教師の役割―教室の内と外」、台湾日本語文

学会、2006年 12月 16日

。 人材育成セミナー、「多言語社会と日本語習得支援」、 (財)京都市国際交流協会 。 (社)国際日本

語普及協会、2007年2月 3日

・ 国際教育学会第4回研究大会特別講演、「日本語の習得と習得支援」、愛知教育大学国際教育学会、

2007年 2月 17日

・ 銘博大学2007国 際学術シンポジウム「応用言語教育の理論と実践」特別講演、「語りの協働構築と

ことば行為」、銘停大学応用国語学系・台湾 日本語教育学会、2007年 3月 23日

12.その他
。 日本語 。日本文化研修プログラム及びOUSSEPAJLsの コーディネーション担当 (2006年 10月 より)
。 識字 。日本語教材『にほんご春夏秋冬 秋 。冬編』の開発
大阪府識字 。日本語教材作成委員会の今年度の成果として、識字。日本語教材『にほんご春夏秋冬

秋・冬編』を開発し、出版した。
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1,専門分野 比較政治学、東南アジア地域研究、フィリピン研究
2.授業担当

(2)大学院

○ 春学期
言語文化国際関係論A
O 秋学期
言語文化国際関係論B

(3)留学生日本語プログラム

○ 春学期
日本語研修コースCク ラス

専門日本語プレゼンテーション (文系)JP303/403

0 秋学期
日本語研修コースCク ラス                             ｀

専門日本語プレゼンテーション (文系)JP303/403

(4)国際交流科目

○ 春学期
Technical Conllnunication for Understanding Social and Cultural lssues‐ Technical Japanese B:

Part Ⅱ (社会 。文化の話題を理解するためのテクニカル・コミュニケーションー社会科学日本語Ⅱ)

○ 秋学期
Current Social and Cultural Topics‐ Technical Japanese B:Part I (最 近の社会・文化の話題一

社会科学日本語 I)

3.学生指導
(2)博士前期課程  2(留 学生)
(3)日 本語研修生 18

(5)日 韓共同理工系学部留学生予備教育生 5
4.教育 (学外 )
・ 神戸海星女子学院大学 文学部国際英語メディア学科 国際協力論  (前期 )
5.学内運営
。 日韓共同理工系学部留学生受入れ方法検討WG(日 本語科ロコーディネーター )
6.外部資金
・ 科学研究費補助金基盤研究(B)課題番号 :17402010 平成17年度～平成20年度 「フィリピンに

おける地方政府のガバナンスー開発評議会の機能を中心に」、研究代表者

7.研究業績

(3)日頭発表

。 フィリピンにおける地方政府のガバナンスー市民参加の制度化は可能か、西村謙一、東アジア市民

社会研究会、2006年5月

。  “People's ParticipatiOn in the Local Governance in the Philippines'', Kenichi Nishilnura,The

First Philippine Studies Conference of Japan,2006年 11月

。 地方自治への市民参加の制度化は可能か ?―ケソン市開発評議会の事例を中心に、西村謙一、「比
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較のなかの東南アジア」研究会 (東南アジア学会関西地区)、 2006年 11月

。 地方行政への市民参加はどこまで可能か一フィリピン・カビテ州総合沿岸管理事業を中心に、西村

謙一、東アジア市民社会研究会、2007年 1月

8.学外運営
。 日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員および国際事業委員会書面審査員  (2006年 8月 1

日～ )

12.その他
。 日韓共同理工系学部留学生対象 日本語科 ロコーディネーション及びホームルーム担当
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1.専門分野 材料物性デザインエ学、超塑性材料工学、留学生教育学
2.授業担当

(2)大学院

○ 秋学期
超塑性材料工学特論 (工学研究科マテリアル生産科学専攻マテリアル科学コース)

3.学生指導
。 日韓共同理工系学部留学生予備教育プログラム (学生指導とホームルーム)
4.教育 (学外 )
。 大阪外国語大学大学院 「国際交流研究」 (春学期 )

・ 富山大学工学部 「超塑性材料工学」 (集中講義)

5.学内運営
・ 教育評議会メンバー
。 国際交流推進本部員、同国際学生交流推進事業運営部会長

・ 国際交流委員会委員、同日韓理工系学部留学生事業WG座長、同学生海外研修派遣助成プログラム

WG座長、同交換留学選考委員会委員、同OUSSEP検討WG、 同国際学生交流推進事業検討委員会委員
。 日仏共同博士課程日本コンソーシアム委員、同幹事会委員

。 日加学生交流推進コンソーシアム委員、同幹事会委員
・ ルノー財団フランス留学推進コンソーシアム委員
6.外部資金
。 平成18年度留学生地域交流事業 (財団法人中島記念国際交流財団)助成金
。 財団法人軽金属奨学会研究助成金

・ 留学生センター留学生交流指導部門活動助成金

・ 財団法人吉田育英会国際交流助成金

7.研究業績

(1)論文
。 A New Cross Rolling fOr Spreading of Thin Strips and its Application for Texture Control of

Alunlinum,∠ご″η
“
Jl贄〕cЙttοfο″ 〆Pfasftidtt PrOCeedingd of The 8th lnternational Conference

on Technology of Plasticlty Verona,Italy,(発 刊2006)国際会議論文、有

・ 兼子 毅,宇都官裕,左海哲夫,齋藤好弘,古城紀雄,「従動クロス圧延法による純アルミニウム
の変形特性」塑性とカロエ,(2006‐ 10)、 vol.47 no.549 pp.937‐ 942学術論文 有

(2)著書
。 科学研究費補助金 (平成16,17年度)基盤研究 (A)(2)研究成果報告者 「大学国際化の評価指
標策定に関する実証的研究」 (共著)

。 京都大学国際交流センター外部評価書 (共著)

(3)口頭発表

。 古城紀雄、芦沢真五、米澤彰純、大佐古紀雄、鶴田洋子「大学国際化の評価指標の研究 (国際比較

と指標策定)」 第9回 日本高等教育学会 2006年 6月 3日

8.学外運営
。 学会 専門日本語教育学会会長
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。 学会 軽金属学会理事、同総務委員長、同評議員、同関西支部長、
。 学会 金属学会・鉄鋼協会関西支部理事、
。 学会 国立大学留学生指導研究協議会監査委員
。 学会 日本伸銅協会 「銅及び銅合金技術研究会」理事
。 国 文部科学省国費留学生の選考にかかる調査協力者会議委員、同日韓共同理工系学部留学生事業
部会部会長

。 国 超塑性特性試験法にかかる国際規格 (ISO)委員会国際専門委員
。 国 文部科学省長期留学生派遣制度自然科学分野選考委員会主査
・ 独立行政法人日本学生支援機構「留学交流」編集協力者会議委員、同短期留学実施委員会委員

・ 府 大阪府「留学生支援のあり方」研究会委員
。 社団法人日本鉄鋼協会関西支部評議員

。 財団法人軽金属奨学会理事
。 財団法人ナインティナインアジア留学生奨学基金選考委員
・ 財団法人吹田市国際交流協会理事

。 財団法人吉田育英会評議員

。 公益信託松田典三七記念留学生奨学基金運営委員

。 大阪地域留学生等交流推進協議会専門委員会委員長、同企画委員会委員長、同国際理解教育支援ワー

キング座長、

10.講演会

・ 平成 18年度留学生担当者研修会 (日 本学生支援機構主催)講演会講師 「留学生担当者に期待され

ること一留学生に関する危機管理を考えつつ一」2006年 10月 18日 於 :国立オリンピック記念青少年

総合センター

12.その他
。 国立大学留学生指導研究協議会、2006年 1月 13日

。 大阪大学地域団体ボランティア留学生支援連絡協議会、2006年 1月 22日
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1.専門分野 日本語教育学 社会言語学
2.授業担当

(1)共通教育

○ 春学期
日冽ヽ言吾I‐ 2/11‐ 2

(2)大学院

○ 春学期
言語技術特殊研究A

言語コミュニケーション論特別研究A
O 秋学期
言語技術特殊研究B

言語コミュニケーション論特別研究B

(3)留学生日本語プログラム

○ 春学期
専門会話 」C300/JC400‐ 1

専 F日会話 」C300/JC400‐ 2

0 秋学期
専 F日会言舌JC300/JC400‐ 1

専門会話 JC300/」 C400‐2

(4)国際交流科目

○ 秋学期
総合 日本語JA400‐ 1

3.学生指導

(1)博士後期課程 4
(2)博士前期課程 4(う ち留学生は1)

5.学内運営
。 大学教育実践センター兼任教員 (共通教育実践部国際教育部門)

。 大学教育実践センターカリキュラム委員会委員
。 大学教育実践センターカリキュラム企画委員会委員
。 大学教育実践センター既習得科目認定審査委員会委員

。 大学教育実践センター連絡会議委員

フ.研究業績

(1)論文
。 「大学における日本語教育の理念と実践 一大阪大学バンコク教育研究センター開所記念セミナー

報告一」、三牧陽子 。村岡貴子、『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第11

号、 2007年、  無

(3)口 頭発表

。 「日本語学習者のスピーチレベル管理」、三牧陽子、 日本語教育国際研究大会 (20061CJLE)、 コ

ロンビア大学 USA、 応募、2006年 8月 、有
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。 「大阪大学における日本語教育の理念と実践」、三牧陽子、大阪大学バンコク教育研究センター開所

記念セミナー「大学における日本語教育の理念と実践」、タイ・バンコク、2006年 10月

8.学外運営
・ 学会、日本語教育学会評議員、 (社)日 本語教育学会、2002年～

・ 協議会、国立大学日本語教育研究協議会理事、2001年～

12.その他
。 「豊中市立小学校英語 (外国語)体験活動」審査委員会委員、2006年 7月
。 日本語教育学会『 日本語教育』査読協力者

。 社会言語科学会『社会言語科学』査読協力者

。 国際交流基金『世界の日本語教育』査読協力者
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1.専門分野 日本語教育学、日本語文体論、専門日本語教育研究
2.授業担当

(2)大学院

○ 春学期
言語技術特殊研究A

言語コミュニケーション論A

O 秋学期
言語技術特殊研究B

言語コミュニケーション論B

(3)留学生日本語プログラム

○ 春学期
日本語研修コースBク ラス J1200

専門日本語文法 。読解 J G300/400

専門日本語作文 J W300‐ 1

専門日本語作文 」W300‐ 2

0 秋学期
日本語研修コースBク ラス J1200

専門日本語文法・読解 J G300/400

専門日本語作文 J W300-1

専F5日 本語作文 」W300‐ 2

3.学生指導

(1)博士後期課程  5(う ち留学生は1)

(2)博士前期課程  2(う ち留学生は1)

(3)日 本語研修生 14

(5)日 韓共同理工系学部留学生予備教育生 5
5.学内運営
・ 教育課程委員会
。 日韓共同理工系学部留学生受入れ方法検討WG(日 本語科ロアドバイザー)
6.外部資金
・ 科学研究費補助金基盤研究(B)(2)課題番号 :18300281 平成18年～21年度 「理工系日本語学習

者のためのc―learning統合学習支援システム開発と評価」 (研究代表者 :仁科喜久子)、 研究分担者

7.研究業績

(1)論文
。 「理系日本語論文における緒言部と結論部との呼応的関係‐専門日本語教育のための文章研究とし

て‐」、村岡貴子、『言外と言内の交流分野
‐小泉保博士傘寿記念論文集

‐』大学書林、2006年、学術論

文、無

。 「農学系日本語論文の考察部の論理展開分析 日̈本語論文作成支援を目ざして‐」、村岡貴子、『言語
と文化の展望』、英宝社、津田葵先生記念論文集編集委員会、2007年 3月 、学術論文、無

。 「大学における日本語教育の理念と実践 一大阪大学バンコク教育研究センター開所記念セミナー

―-157-―



報告―」、三牧陽子・村岡貴子、『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第11
号、 2007年、 無

(3)口頭発表

。 「専門日本語教育という視座」村岡貴子、大阪大学バンコク教育研究センター開所記念セミナーセッ
ションF「大学における日本語教育の理念と実践」、2006年、無
。 「新間の報道文の文章構造における日中対照研究―中国人日本語学習者への作文指導のために一」、
劉偉・村岡貴子、専門日本語教育学会第9回研究討論会、応募、2007年 3月 、有

8.学外運営
。 学会、日本語教育学会、学会誌委員会委員、2005年 7月 ～

・ 学会、専門日本語教育学会、庶務幹事、1999年 3月 ～、会計幹事兼任、2004年3月 ～

12.その他
。 日韓共同理工系学部留学生対象日本語科ロコーディネーションおよびホームルーム担当
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1.専門分野 日本語教育学、応用言語学
2.授業担当

(1)共通教育

○ 春学期
多文化コミュニケーション I‐ 1/Ⅱ‐1

多文化コミュニケーションセミナーA(多文化コミュニケーション I-1/Ⅱ ‐1と 合同)
〇 秋学期
日本語 I‐ 5/Ⅱ ‐5

多文化 コミュニケーション I‐ 5ノⅡ‐5

多文化 コミュニケーションセ ミナーE(多文化コミュニケーション I-5/Ⅱ ‐5と 合同)

(2)大学院

○ 秋学期

言語コミュニケーション論B

(3)留学生 日本語プログラム

○ 春学期
専門日本語文法・読解JG500/550

0 秋学期

専 Fヨ 日本語文響晏。読角年JG500/550

(4)国際交流科 目

○ 春学期
日本語」C500

日冽ド言吾」G500

0 秋学期
日本語JA400‐ 2

日本語JA400‐ 3

4.教育 (学外 )
。 愛知教育大学教育学部現代学芸課程日本語教育コース 総合演習Ⅱ (集中講義)

フ.研究業績

(1)論文
。 「接触場面における他者開始修復とポライトネス」、義永美央子、応募、『多文化社会と留学生交流』
第11号、1‐ 14、 2007年 3月 、学術論文、有

。 「第二言語としての日本語話者の相互行為能カー接触場面会話のケーススタディから一」、義永美
央子、『言語と文化の展望』、473‐ 488、 英宝社、津田葵先生記念論文集編集委員会、2007年 3月 、学

術論文、無

(2)著書

・ 『地球のうらからこんにちは一ブラジル人児童と日本人児童のための異文化理解ハンドブック』義
永美央子、愛知教育大学出版会、2006年 4月 、教科書、編著

8.学外運営
。 学会、学会誌『 日本語教育』査読協力者、 (社)日本語教育学会、2004年 1月 ～現在
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12.その他
。 「参加型授業におけるグローバル・リテラシーの育成―異文化理解ハンドブックの作成活動を通し
て一」『グローバル・リテラシーの向上に関する研究』愛知教育大学プロジェクト経費に係る研究成

果報告書 2006年 5月
。 「総合演習Ⅱにおける外国人児童のための算数教材の作成」『外国人児童生徒のための教材開発と
学習支援』愛知教育大学 。現代的教育ニーズ取組支援プログラム (現代GP)報告書 2006年 10月
。 「沖縄『アメラジアンスクール』調査」『外国人児童生徒のための教材開発と学習支援』愛知教育
大学 。現代的教育ニーズ取組支援プログラム (現代GP)報告書 2006年 10月
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資料2 2006年度 留学生日本語プログラムおよび英語補講 履修登録者数一覧
2-1 春学期

(1)部局別登録者数

*正規学部留学生については、本プログラムではなく共通教育の第 3外国語科目 (留学生センターが提供 )
を受講しているため、ここには含まれていない。
*英語補講登録者のうち13名 は日本語プログラムにも登録。

登録者数

身分別内訳

正規大学院生
研究生

(大学院・学部 )

短期留学生

(大学院・学部 )

日本語
プログラム

英語補講
日本語
プログラム

英語補講
日本語
プログラム

英語補講
日本語
プログラム

英語補講

文学部・文学研究科
０
４ 0 1

虔
υ 1 5 0

人間科学部・人間科学研究科 4
う
０

０
乙 2 2 1 0 0

法学部・法学研究科
●
乙 4 0 2 2 2 0 0

経済学部・経済学研究科
０
０ 0 0 0 1 0 0

理学部・理学研究科
ａ
υ 0 6 0 0 0 0 0

医学部・医学系研究科
Ｏ
Ｏ

●
乙 4 1

う
０ 1 1 0

歯学部・歯学研究科
Ｅ
υ 0

ｒ
υ 0 0 0 0 0

薬学部・薬学研究科 2 2
●
乙 0 0 0 0

工学部・工学研究科 44 4 Ｏ
Ｏ
ｎ
４

つ
０ 10 1

′
Ｕ 0

基礎工学部・基礎工学研究科
う
０ 0 10 0 1 0 2 0

言語文化研究科 1

う
０ 1

り
０ 0 0 0 0

国際公共政策研究科
う
０ 1 1 0 1 1 1 0

情報科学研究科 2
０
４ 0 2 1 0 1 0

生命機能研究科
う
０ 0

０
４ 0 1 0 0 0

産業科学研究所 2 0 0 0 2 0 0 0

核物理学研究センター 1 0 0 0 1 0 0 0

サイバーメディアセンター
●
０ 0 0 0 0 0 3 0

留学生センター

(日本語研修コース及びOUSSEP)
７
′
”
彎

●
乙 0 0 公

υ
Ｏ
乙 2 21 0

計
ｒ
υ
公
υ 25 61

公
υ

７
′
Ｅ
υ

ｎ
υ

７
′
И
十 0

(2)留学生日本語プログラム レベル別身分内訳

日本語レベル 登録者数

身分別内訳

正規大学院生
研究生

(大学院・学部 )

短期留学生

(大学院・学部 )

(未習)       100 Ｅ
Ｕ
う
０ 10

７
′ 8

200
り
０

晨
υ

う
０ 9

300 32
ｎ
υ

り
０ 10

400
０
乙 10

”
Ｈ 5

500
０
４

Ｅ
Ｕ

■
′

ｎ
υ

(超上級レベル)   550 ０
４ 3

＾
υ

計
ｒ
υ
公
υ

７
′
Ｅ
Ｕ

７
′
И
什

-165-―



2-2 秋学期

(1)部局別登録者数

*正規学部留学生については、本プログラムではなく共通教育の第 3外国語科目 (留学生センターが提供 )
を受講しているため、ここには含まれていない。
*英語補講登録者23名のうち17名 は日本語プログラムにも登録。

登録者数

身分別内訳

正規大学院生
研究生

(大学院・学部 )
短期留学生

(大学院・学部 )

日本語
プログラム

英語補講
日本語
プログラム

英語補講
日本語
プログラム

英語補請
日本語
プログラム

英語補講

文学部 口文学研究科
０
０

Ｅ
υ 0 1

●
乙 1

会
υ

う
０

人間科学部 コ人間科学研究科
０
４ 0 0

う
０ 2 1 0

法学部 口法学研究科
う
ι 1 0 0

０
乙 1 0 0

経済学部 日経済学研究科 2 0 1
う
０ 1 3 0

理学部 口理学研究科 1 4 0 1 1 1 0

医学部・医学系研究科 10
う
０ 6

●
０ 4 0 0 0

歯学部 J歯学研究科 1 0 1 0 0 0 0 0

薬学部・薬学研究科
●
０ 0 2 0 1 0 0 0

工学部 口工学研究科 30
う
０ 16 1 1

う
０ 1

基礎工学部・基礎工学研究科 1 4 1
ｒ
υ 0 0 0

言語文化研究科 1

０
４ 0 2 0 0 1 0

国際公共政策研究科 4 1 0 0 4 0 0 1

情報科学研究科 0 2 0 3 0 0 0

生命機能研究科 4 0
つ
０ 0 1 0 0 0

微生物病研究所 0 1 0 0 0 1 0 0

産業科学研究所
●
０ 0 0 0

●
０ 0 0 0

社会経済研究所 1 1 0 0 1 1 0 0

核物理学研究センター 0 0 0 0 0 0 0 0

留学生セ ンター (日本語研修コース

OuSSEP、 OuSsEP― AJLs、 日本語・日本文

化研修コース生)

0 2 0 ●
乙
う
０ 0

”
′
う
０ 0

計
０
０
´
Ｖ

う
０
う
∠ 40

ｎ
υ

公
υ
７
′

ｎ
υ 52

Ｅ
υ

(2)留学生日本語プログラム レベル別身分内訳

日本語レベル 登録者数

身分別内訳

正規大学院生
研究生

(大学院・学部 )

短期留学生

(大学院・学部 )

(未習)       100 Л
■ 8 21

公
υ

200 40 13 14
う
０

300 ”
′
０
乙

400 ｒ
υ
Ｏ
乙 4 13

Ｏ
Ｏ

500
０
０

り
０ 4

(超上級レベル)    550 う
０ 1

公
υ

虔
υ

計
Ｏ
Ｏ
′
υ 40 76 52
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資料3 国際交流科目授業時間割
(平成18年春学期 )

時限 時 間 月 火 水 木 金

吹田キャンハ
゜
ス 豊中キャンハ

゜
ス 豊中キャンハ

゜
ス 吹田キャンヽ

°
ス

I

５０
１
四

＆

　

‐０

日本語」A
(200,300,400)

《留学生センター》

日本語」A
(200,300,400)
《留学生センター》

自主研究

(A・ B・ C)

実地見学

日本言吾」A
(300,500)
《留学生センター》

ヨ本語」A
:200,400)

《留学生センター》

と00スミス 朋子(非 )
100丸山 樹里(非 )
100難波 康治 助教授

200岡崎 洋三(非 )
300嶋津 百代(非 )
100西口 光― 教授

300嶋津 百代(非 )
500義永 美央子 助教
授

!00スミス 朋子(非 )
ЮO西 口 光― 教授

Cホール2F
ЮQ講義室5
100講義室6
ЮO講義室4

200共通教育 A203
〕00共通教育 A311
:00共通教育 口205

300共通教育 A311
500共通教育 A313

Cホール2F
ЮQ講義室5
ЮQ講 義室4

Ⅱ

10:30

|

12:00

陀が国の保健医療制度の
既要
《医学部》

匠代日本経済学
(経済学部》

西洋文学・語学の比較研
究
《文学部》

ヨ本の社会と
イデオロギー
《留学生センター》

約場 梁次 教授 左々木 勝 助教授 三井 障 教授 丘藤 佐知彦 助教授

Cホール2F
雲学生センター

青義室5
法経講義棟 4番 理学部 B212

iCホール2F
留学生センター

講義室5

Ⅲ

13:00

|

14:30

科学 技術の話題を理解する
ためのテクニカル・コミュニケー

ション
ー科学技術日本語Ⅱ―

社会・文化の話題を理解する
ためのテクニカル・コミュニケー

ション
ー社会科学日本語Ⅱ―

異文化理解への
ァプローチ
《留学生センター》

吻質化学入門
【工学部》

科:北浜 榮子 教授
ll:西村 謙一 助教授

有川 友子 助教授 桑畑 進 教授

科:理学部 B208
社:理学部 B212

共通教育 B207
工学部化学系
〕1-212

Ⅳ

14:40

|

16:10

地球総合工学への招待
《工学部》

日本語」A
(500)

《留学生センター》

身のまわりの化学
《理学部》

」J中 俊夫 助教授
500義永 美央子 助教
授

け田 道雄 教授

工学部総合研究棟
UlW-618

豊中キャンハ
゜
ス

サイバーCALL
第一教室

理学部 B212

V
16:20

|

17:50

日本語」A
(500)

《留学生センター》

500難波 康治 助教授

豊中キャンヽ
°
ス

サイパーCALL
第一教室

(注)授業実施場所は、都合により変更する場合がある。

-167-―



(平成18年秋学期 )

時限 時間 月 火 水 木 金

吹田キャンハ
゜
ス 豊中キャンハ

゜
ス 豊中キャンハ

゜
ス 咳ζ[ヨキヤンハス

I

５０
１

”

＆

　

‐０

日本語」A
(100,200,300)
《留学生センター》

日本語」A
(100,200,300)
《留学生センター》

自主研究

(A・ B・ C〉

実地見学

日本言吾」A
(200,400)

《留学生センター》

日本言吾」A
(100,300,400)
《留学生センター》

100:スミス 朋子 (非 )
200:丸 山 樹里(非 )
300:西 口 光― 教授

崎
津
波

岡
鳴
難

洋三 (非 )
百代 (非 )
康治 助教授

津
永
嶋
義

Ю

１０

慶

百代(非 )
美央子 助教

100:スミス 朋子(非 )
300:西口 光― 教授
400:義永 美央子 助教
授

ICホール2F
100講義室5
200講義室6
300講義室4

共通教育 A203
共通教育 A311
共通教育 B206

200:共通教育 A311
100:共通教育 A313

ICホール2F
100講義室5
300講義室4
400講義室6

Ⅱ

10:30

|

12:OC

見代物理学の最前線
《理学部》

近代・現代日本文学
《言語文化部》

日本のメディアと
コミュ_ケーンヨン
《留学生センター》

鯛谷 裕 教授
け上 スミス・アンドリュー
功教授

近藤 佐知彦 助教授

文法経研究講義棟 12濯 丈法経研究講義棟 12毒
ICホール2F
留学生センター

講義室5

Ⅲ

13:00

|

14:30

最近の社会・文化の話題
―社会科学日本語 I―
《留学生センター》

マネジメント入門
《経済学部》

最近の科学・技術の話題
―科学技術日本語 I―
《留学生センター》

薬学入門
《薬学部》

璽村 謙― 助教授 関ロ 倫紀 助教授 lL浜 榮子 教授 書野 公之 教授

Cホール2F
留学生センター

講義室5
文法経研究講義棟 31署 文法経研究講義棟 12裡

Cホール2F
留学生センター

講義室5

Ⅳ

14:40

|

16:10

工学の基盤分野における
日本の革新技術
《工学部》

歴史・習俗・交流
一アジアと日本一

《文学部》

日本の法・政治制度と
法,政治文化
《法学部》

情報システムエ学基礎論
《工学部》

卦下 知行 教授 片山 岡1教授 頼戸山 晃― 講師 里上 孝雄 教授

工学部材料系
R2-323

文法経研究講義棟 12濯 文法経研究講義棟 22番
ICホール2F
留学生センター

講義室5

V
16:20

|

17:50

日本語」A
(400)

《留学生センター》

三牧 陽子 教授

iCホール2F
留学生センター

講義室3

(注)授業実施場所は、都合により変更する場合がある。
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◆

資料4 日本語授業についてのアンケート

2006年度春学期 日本語授業についてのアンケー ト集計
Studenヽ`Evaluation cf the Japanese Language Ciass

1

(2)

(3)

(4)

研究
=(六
宇陽・宇郡,

研究生 (予備教育生 《研修コース〉)

短期留学生 (OUSSttP)

15)短 期留字笙 (部局分散〕

0   10  20  30  40  50  60  70  80

73

*延

A

:11:L」 塁11111111111111

1:鰻 11■1

4.4

鋭
一

||llil:じ

身分別受鵬許可者数

161~学部生 (共通教育科百履修生)~~                  134

正規大学院生

研究生 (大学院 学部)
研究生 〈予備教育生 く研修コース〉)

短期留学生 (OuSSEP)

短期留学生 (部局分散)

学部生 (共通教育科目履修生)

べ総受講許可者 474名の内、アンケート延べ回答者数 166名

あなたの受話状況について

(1)

〔2〕 あなたはこの授業を意欲的に受講したと思いますか。

全くそう思わない  そう思わない ピちらともいえなし  そう思う   強くそう思う

1       2       3       4       5 i盤

(3〕 あなたはこの授業の準備のために、毎日どのくらい時間をかけましたか。

全くしない    -30分     -60分     -90分     90分以上
1       2       3       4       5

(4)あなたはこの授業の復冒に、毎回どのくらい時間をかけましたか.
全くしない     -30分      -60分      -90分      90カ
1         2         3         4         5

(1)この授業は体系的に構成されていた。~頂
丁
~教
師は十分な華備万τでLlた。

はわかりやすかった。~爾
所
~頭
師百質問こtttねいに薔

…

~~~

15)網漕や″殉 =イマ
ヲ萩下砥どは適切だった。~爾

)宿 題あ憂百画面鷲った。  ~~  ~
(3) 襲秀ぎ雇可〒麗画頭雨顧戸

「
T理爾雨霞罰而語頭フワ下戸FT鷲賃

「 ==っ
た。

―

…

票を登需してよかったと思う。

〔5)あ なたは、この授業中(90分〕にいつもどのくらい自分から質問や発言をしましたか。
―度もしなかった    1回      2-3回     4-5回     6口 以上

1        2       3       4       5

(6)あ なたは、この授業を受講して、日本薔が上達したと思いますか。
ぜんぜん    ほとんど    すこしだけ    かなり     とても

上通しなかった  上適しなかった   上違した    上通した    上通した

1        2       3       4       5

(全体の350%)

(5:高評●〕 全科目平均値

盤

B

4.6

4.6

4.7

4.3

4.3

4.4

C 記述 → 省略
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2006年度積学期 日本語授業についてのアンケート集計
Students'Evaluation ofthe Japanese Language C口 ass

31

°

      ‐ 解

3121

盤

鰻

|1聾

B 授業への感想                   15:高 評優)全くそ
RFわ
ないそう
電多
ないどちらと

:い

えなし そ
亀Fう
 強く
二呉
思う

(1)こ の授業は体系的に構成されていた。

4.4

4.4

(7)宿題の二百遭面更百万
「

~~~~~~                4.4
~¬
可
~稲
雇廷れた教科書や、西酢躍可面

=万
万刀画面爾誦西刃邑        埜

(OF この授業を菫講τマ

ー

う。                 4.6

◆ 身分 (2006年秋学期受講許可者数より)                のべ人数
(1)正規大学院生                           ‐ 76
(2)研究生 〔大学院。学部} ■ ■31‐

(3)研究生
`予

備教育生 く研修コース))
{4}研究生 〔日本語 。日本文化 研修コース)
(5)短期留学生 (OuSSEP)
(6)短期留学生(OUSSEP ha:f) 2  ‐ ‐

2417, 短期目1'=10USSEP A」 Ls,

(8)短期留学生 (部局分散)
(9)学部学生 (共通教育科日服修生)

正規大学院生

研究生 (大学院 学部)
研究生 (予備教育生

6男笙1百粂≧
)

短期留身およSEP)
短期留学生(OUSSEP ha f)

短期留学生 (OuSSEP A」 Ls)

短期留学生 (部局分散)

学部学生 (共通教育科日履修生)

0   10  20  30  40  50  60  70  80  90
1牲二里里里J

*延べ総受講許可者 521名 の内、アンケート延べ回答者数 194名

A あなたの受講状況について

(2)教師は十分な準備薩し砿
(3) 颯 EIDの罰 明 ほ わ か りや 丁 か つた 。~Й
丁¬関雨ほ質問にてしヽねしヽF薔

…

クテイビデ            ーーー

(6)クイズや課題・テストなどは適切だつた 。

〔2)あ なたはこの授業を意欲的に受講したと思いますか。
そう思わない  そう思わない どちらともいえなし  そう思う   強くそう思う

12345

(3)あ なたはこの授業の準備のために、毎回どのくらい時間をかけましたか。
全くしない    -30分     -60分      -90分      90分 |

1        2        3        4        5

(4)あ なたはこの授業の復習に、毎回どのくらい時間をかけましたか。
くしない    -30分      -60分      -90分

12345

(5)あ なたは、この授業中(90分 )にいつもどのくらい自分から質問や発言をしましたか。
―鷹 も つた    1回      2-3回     4-5回

12345

(6)あなたは、この授業を受話して、日本語が上達したと思いますか.
ぜんぜん    ほとんど    すこしだけ    かなり     とても
上通しなかった  上連しなかった   上運した    上運した    上運した

1        2       3       4       5

回答者数 I1194名

4:01

(全体の372%)

{5:商評働  全科日平均値

4.4

4.7

4.7

4.7

1  31

34

C 記述 → 省略

-171-



ヨ
覇
Ｈ

叫
劇
ｑ

螢萎E

擬
‐
華g 騨癬蒸ミ33 2,0ゆ ヽ ゆ |ヽ つ 0

〓聖
贅
ロ

お

ユ襲
終
回

日層軍 導1専 達R3暑 手響38博 響響ミ

⊇書昌g

量逗| ミ書尉R3 3導‐導尋署1導 尋琴‐専
（日

・
ぶ
）

００でく
「

昌曇: 撃用場農場 ξ導導専導尋1導 尋ξ

（翻
）

０
〇
一
０
つ

０
〇
一
０
「

重ミ: :導‐

=IR1l 
ξざやおヽミtl寄 |ヽ |や

ロヨg
一
Ｓ

・

０
一
ＣＯ
↓

ざ
〓

3ミーRIR‐■ 98等 1聡1尽 1彗 1等 .(キ

曇S

|‐日
==

専1響業ttl騨 軍尊導‐等:81■ |「尋t‐や

塁塁g
一
５

●

遥

一一一一一

薔

２
Ｐ

=|て
lξRI■ 溝単3‐や1等 1姜|お |お 1器 1零

（馴

・
ぶ
）

０
０
０
く
つ

■量131 511`:|゛ INI寺 ‐6 :131381313131313

星g 0"",ヽ ゆ ヽ
""

1墜|=| 31場 12ヽ お尋
卜
●ヽ

一

卜
．、

一

ヽ
マ

一

卜
一ヽ

一

卜
一ヽ

．

ヽ
ヽ
‥ヽ
一，

ヽ
一ヽ

屋g 0嗚 吟 ヽ
"9"Ъ

ヽ

墨ζ 3苺 Rヽ 終マ 3導
‐
31導 専
‐
騨導をヽ

（暮
）

〓
０
つ

塁g 3署 BR漱 尋 3333ミ やヽじや

墨g

爾

，
彗

８
，
「

:辱 RRR器 :暑 響翠お騨響響尋

昌3

（彗
）

８
，電 専響護鶏罠尋ξ導等等導導尋導3

Z
晏
疵
日
早
′
′

● 箱 60お こ （∞
）
（卜
）
（０
）
（り
）
Ｃ
）
（ｍ
）
（Ｎ
）
（Ｔ
）

〔 0

留
錮
　
↑
　
悧
朧

０

司
酬
ゴ
＝
劇
副
剥
回
日
欄
瓢
側
司
ｄ
劃
∃
冊
細
呵
「
劇
劇
羽
劇

市
畔
ユ
ー
ト
ハ
ト
ｅ
Ｖ
５
０
望
器
駆
鵬
長
口

薇
肺
誕

埋
彎
ｏ
ｏ
ｏ
Ｎ

。
い
“
●
製
０
晏
“
Ｖ
う
Ｅ
耐
や
薇
駆
Ｓ
ＩＪ

６
）

。製
０
倒
世
駆
菫
‘
ヽ
い
ヽ
製
尋
抱
単
日

′０
■
凛
驚
■
■
●
側
繋

宙
）

。■
０
型
ヨ
綱
雙
■
ｅ
目
四

Ｆ
）

。■
０
檀
ロ
ロ
餃
知
●
■
κ
卜

・
目
騒
牛
ヽ
ヽ
ヽ

６
）

。製
０
倒
せ
軽
■
、
ト
コ
、
―卜
ヽ
卜
●
口
籠

６
）

。■
■
ｖ
Ｖ
ぺ
細
Ｌ
３
■
３
Ｖ
Ｌ
Ｅ
〓
菫
壼
澤

で
）

。■
０
■
●
，
い
０
，
■
目
翻
ｅ
場
驚

６
）

．製
Ｓ
Ｐ
う
や
撃
署
苺
象
十
饉
艦
柄

●
）

。■
３
Ｖ
■
拘
慢
馨
ｕ
紹
礫
量
堡
署
駆
Ｓ
ｕ

ｒ
）

型
０
■
■
０
■
Ｈ
　
■
０
●
●
う
口
Ｈ

～
ヽ
　
　
回
０
～
Ｎ
　
　
回

¨
　
卍
０
●
●
●
●
ロ
ー

３
●

３

Ｖ
酬

―-172-―


